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(57)【要約】
　本明細書では、データを送信するためのシステム、方
法、およびデバイスが説明される。いくつかの態様では
、一方法は、第１のパケットを生成することを備える。
第１のパケットは、物理レイヤと媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）レイヤとを備えることができる。ＭＡＣレイヤは
、１次周波数チャネルに第１の局を、２次周波数チャネ
ルに第２の局を割り振ることができる。本方法は、第１
の局および第２の局に第１のパケットを送信することを
さらに備える。本方法は、１次周波数チャネルを使用し
て第１の局に第２のパケットを送信することをさらに備
える。本方法は、２次周波数チャネルを使用して第２の
局に第３のパケットを送信することをさらに備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための方法であって、
　第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスのパフォーマンス
特性を決定することと、
　前記パフォーマンス特性に基づいて、前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイス
を、ワイヤレスデバイスの第１のサブセットまたは第２のサブセットのワイヤレスデバイ
スに分類することと、
　１次周波数チャネルを使用してワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットに第１のパ
ケットを送信することと、
　２次周波数チャネルを使用して前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパ
ケットを送信することと、
　前記２次周波数チャネルが前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するため
に使用されることを示す第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに協調パケットを送信す
ることとであつて、前記１次周波数チャネルを使用して前記第２のＢＳＳにおける前記第
２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第１のセットに第３のパケットを送信し、前記
協調パケットを受信したことに応答して、３元周波数チャネルを使用して前記第２のＢＳ
Ｓにおけるワイヤレスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信する、
　を備える方法。

【請求項２】
　前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを分類することは、前記それぞれのワ
イヤレスデバイスの前記パフォーマンス特性が前記それぞれのワイヤレスデバイスがしき
い値よりも大きい干渉に直面していることを示す場合に、前記第２のサブセットのワイヤ
レスデバイスに前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを、分類することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類されるよう求める要求を、前記第１
のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスから受信することをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスは高効率なワイヤレス構成要素を
備え、前記第１のＢＳＳにおける第２のワイヤレスデバイスは高効率なワイヤレス構成要
素を備えない、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のワイヤレスデバイスの帯域幅能力に基づいて前記第２のサブセットのワイヤ
レスデバイスを又は前記第１のサブセットのワイヤレスデバイス中の第２のワイヤレスデ
バイスを分類することをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記パフォーマンス特性は、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、ＲＦ形状、受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値、干渉レベ
ル、信号レベル、送信能力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットは、ワイヤレスデバイスの前記第２のサブ
セットよりも低い干渉を有する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ている、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
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　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ていない、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記２次周波数チャネルは前記１次周波数チャネルのサブセットである、請求項１に記
載の方法。
【請求項１１】
　第２のパケットを送信することは、前記アクセスポイントが前記３元周波数チャネルを
使用して前記第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの前記第２のセットに第４のパケ
ットを送信するのと同時に、前記第２のパケットを送信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のパケットおよび前記第４のパケットの送信の時間をスケジュールすることを
さらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１のパケットを送信することは、前記アクセスポイントが前記１次周波数チャネルを
使用して前記第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの前記第１のセットに第３のパケ
ットを送信するのと同時に、前記第１のパケットを送信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のパケットおよび前記第３のパケットの送信の時間をスケジュールすることを
さらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のパケットを送信することと、第２のパケットを送信することとは、前記第１のパ
ケットと前記第２のパケットとを同時に送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　第１のパケットを送信することは、第１の時間に前記第１のパケットを送信することを
備え、第２のパケットを送信することは、前記第１の時間の後の第２の時間に前記第２の
パケットを送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットは、前記２次周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　下記を具備する高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための装置；
　第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスのパフォーマンス
特性を決定するための手段と、
　前記パフォーマンス特性に基づいて第２のサブセットのワイヤレスデバイスを、又は第
１のサブセットのワイヤレスデバイスに前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイス
を分類するための手段と、
　１次周波数チャネルを使用してワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットに第１のパ
ケットを送信するための手段と、
　２次周波数チャネルを使用して前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパ
ケットを送信するための手段と、および
　前記２次周波数チャネルが前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するため
に使用されることを示す第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに協調パケットを、送信
するための手段であって、前記第２のＢＳＳにおける前記アクセスポイントは、前記協調
パケットを受信したことに応答して、３元周波数チャネルを使用して前記第２のＢＳＳに
おけるワイヤレスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信し、及び前記一次周波
数チャネルを使用して前記第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第１のセットに第
３のパケットを送信する、
　を備える装置。
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【請求項１９】
　前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを分類するための手段は、前記それぞ
れのワイヤレスデバイスの前記パフォーマンス特性が前記それぞれのワイヤレスデバイス
がしきい値よりも大きい干渉に直面していることを示す場合に、ワイヤレスデバイスの前
記第２のサブセットに前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを、分類するため
の手段を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類されるよう求める要求を、前記第１
のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスから受信するための手段をさらに備える、請
求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記パフォーマンス特性は、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、ＲＦ形状、受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値、干渉レベ
ル、信号レベル、送信能力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備える、請
求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ている、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ていない、請求項１８に記載の装置。
【請求項２４】
　第１のパケットを送信するための手段と、第２のパケットを送信するための手段は、前
記第１のパケットと前記第２のパケットとを同時に送信するための手段を備える、請求項
１８に記載の装置。
【請求項２５】
　第１のパケットを送信するための手段は、第１の時間に前記第１のパケットを送信する
ための手段を備え、第２のパケットを送信するための手段は、前記第１の時間の後の第２
の時間に前記第２のパケットを送信するための手段を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２６】
　ワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットは、前記２次周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項１８に記載の装置。
【請求項２７】
　決定するための前記手段と、分類するための前記手段とは、分類器ユニットを備え、前
記第１のサブセットに複数のパケットを送信するための前記手段と、前記第２のサブセッ
トに複数のパケットを送信するための前記手段と、前記協調パケットを送信するための前
記手段とは、送信機を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２８】
　実行されたときに装置に、　第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレ
スデバイスのパフォーマンス特性を決定することと、
　前記パフォーマンス特性に基づいて、前記第２のサブセットのワイヤレスデバイス又は
第１のサブセットのワイヤレスデバイス中に前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバ
イスを分類することと、
　１次周波数チャネルを使用して前記第１のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパ
ケットのパケットを送信することと、
　２次周波数チャネルを使用して第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第３のパケッ
トを送信することと、
　２次周波数チャネルがワイヤレスデバイスの第２のサブセットと通信するために使用さ
れることを示す、第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに協調パケットを送信すること
と、前記第２のＢＳＳにおける前記アクセスポイントは、前記１次周波数チャネルを使用
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して前記第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第１のセットに第３のパケットを送
信し、前記協調パケットを受信したことに応答して、３元周波数チャネルを使用して前記
第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信する、
　を行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　実行されたときに、装置に、前記それぞれのワイヤレスデバイスの前記パフォーマンス
特性が前記それぞれのワイヤレスデバイスがしきい値よりも大きい干渉に直面しているこ
とを示す場合に、前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスのに、前記第一のＢＳＳに
おける各ワイヤレスデバイスを分類することを行わせるコードをさらに備える、請求項２
８に記載の媒体。
【請求項３０】
　実行されたときに、装置に、前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類される
ように求める要求を、前記第１のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスから受信する
ことを行わせるコードをさらに備える、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３１】
　前記パフォーマンス特性は、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、ＲＦ形状、受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値、干渉レベ
ル、信号レベル、送信能力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備える、請
求項２８に記載の媒体。
【請求項３２】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ている、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３３】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ていない、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３４】
　実行されたときに、装置に、前記第１のパケットと前記第２のパケットとを同時に送信
することを行わせるコードをさらに備える、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３５】
　実行されたときに、装置に、
　第１の時間に前記第１のパケットを送信することと、
　前記第１の時間の後の第２の時間に前記第２のパケットを送信することと
　を行わせるコードをさらに備える、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３６】
　ワイヤレスデバイスの前記第１のサブセットは、前記２次周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項２８に記載の媒体。
【請求項３７】
　高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための装置であって、
　第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスのパフォーマンス
特性を決定するように構成された分類器ユニットと、前記分類器ユニットは、前記パフォ
ーマンス特性に基づいて、第２サブセットのワイヤレスデバイスまたは第１のサブセット
のワイヤレスデバイスに、前記第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを分類するた
めにさらに構成される、
　１次周波数チャネルを使用して前記第１のサブセットのワイヤレスデバイスのに第１の
パケットを送信するように構成された送信機と、前記送信機は、２次周波数チャネルを使
用して前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパケットを送信するようにに
さらに構成され、前記送信機は、前記２次周波数チャネルが前記第２のサブセットのワイ
ヤレスデバイスと通信するために使用されることを示す協調パケットを、第２のＢＳＳに
おけるアクセスポイントに送信するようにさらに構成され、前記第２のＢＳＳにおける前
記アクセスポイントは、前記１次周波数チャネルを使用して前記第２のＢＳＳにおける第
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１のセットのワイヤレスデバイスに第３のパケットを送信し、および前記協調パケットを
受信したことに応答して３元周波数チャネルを使用して前記第２のＢＳＳにおけるワイヤ
レスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信する、
　を備える装置。
【請求項３８】
　前記分類器ユニットは、前記それぞれのワイヤレスデバイスの前記パフォーマンス特性
が前記それぞれのワイヤレスデバイスがしきい値よりも大きい干渉に直面していることを
示す場合に、前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに前記第一のＢＳＳにおける各
ワイヤレスデバイスを分類するようにさらに構成される、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類されるよう求める要求を、前記第１
のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスから受信するように構成された受信機をさら
に備える、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
前記第１のＢＳＳにおける第１のワイヤレスデバイスは高効率なワイヤレス構成要素を備
え、前記第１のＢＳＳにおける第２のワイヤレスデバイスは高効率なワイヤレス構成要素
を備えない、請求項３７に記載の装置。
【請求項４１】
　前記分類器ユニットは、前記第２のワイヤレスデバイスの帯域幅能力に基づいて第２の
サブセットのワイヤレスデバイスまたは前記第１のサブセットのワイヤレスデバイス中の
前記第２のワイヤレスデバイスを分類するようにさらに構成される、請求項４０に記載の
装置。
【請求項４２】
　前記パフォーマンス特性は、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、ＲＦ形状、受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値、干渉レベ
ル、信号レベル、送信能力、またはそれらの組合せのうちの少なくとも１つを備える、請
求項３７に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１のサブセットのワイヤレスデバイスのは前記第２のサブセットのワイヤレスデ
バイスよりも低い干渉を有する、請求項４２に記載の装置。
【請求項４４】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ている、請求項３７に記載の装置。
【請求項４５】
　前記１次チャネル周波数および前記２次周波数チャネルは、動作帯域幅において隣接し
ていない、請求項３７に記載の装置。
【請求項４６】
　前記第２の周波数チャネルは前記１次周波数チャネルのサブセットである、請求項３７
に記載の装置。
【請求項４７】
　前記送信機は、前記アクセスポイントが前記３元周波数チャネルを使用して前記第２の
ＢＳＳにおける前記第２のセットのワイヤレスデバイスに第４のパケットを送信するのと
同時に、前記第２のパケットを送信するようにさらに構成される、請求項３７に記載の装
置。
【請求項４８】
　前記第２のパケットおよび前記第４のパケットの送信の時間をスケジュールするように
構成されたプロセッサをさらに備える、請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記送信機は、前記アクセスポイントが前記１次周波数チャネルを使用して前記第２の
ＢＳＳにおける第１のセットのワイヤレスデバイスに第３のパケットを送信するのと同時
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に、前記第１のパケットを送信するようにさらに構成される、請求項３７に記載の装置。
【請求項５０】
　前記第１のパケットおよび前記第３のパケットの送信の時間をスケジュールするように
構成されたプロセッサをさらに備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記送信機は、前記第１のパケットと前記第２のパケットとを同時に送信するようにさ
らに構成される、請求項３７に記載の装置。
【請求項５２】
　前記送信機は、第１の時間に前記第１のパケットを送信し、前記第１の時間の後の第２
の時間に前記第２のパケットを送信するようにさらに構成される、請求項３７に記載の媒
体。
【請求項５３】
　前記第１のサブセットのワイヤレスデバイスは、前記２次周波数チャネルを介して通信
するように構成されていない、請求項３７に記載の媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は概して、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレスネットワー
クにおけるダウンリンク周波数領域多重化のためのシステム、方法、およびデバイスに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、いくつかの対話している空間的に分離されたデバ
イスの間でメッセージを交換するために通信ネットワークが使用される。ネットワークは
、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得
る地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリ
アネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエ
リアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、ま
たはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれる。ネットワークはまた、様々な
ネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用される交換／ルーティング技
術（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信に用いられる物理媒体のタイプ（たとえ
ば、有線対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インタ
ーネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング：Synchronous Opti
cal Networking）、イーサネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的接続性の必要があるとき、またはネットワークアーキテクチャが固定トポロジでなくア
ドホックトポロジで形成される場合に、好ましいことが多い。ワイヤレスネットワークは
、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する非誘導伝搬モー
ドでは、無形物理媒体を利用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、固定有線ネッ
トワークと比較すると、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを容易にする。
【０００４】
　[0004]しかしながら、同じ建物内、近くの建物内、および／または同じ屋外エリア内に
は複数のワイヤレスネットワークが存在し得る。複数のワイヤレスネットワークの普及は
、干渉、スループットの低減（たとえば、理由として、各ワイヤレスネットワークが同じ
エリアおよび／もしくはスペクトルにおいて動作している）を招くこと、ならびに／また
はいくつかのデバイスが通信するのを妨げることがある。したがって、ワイヤレスネット
ワークが密集しているときに通信するための改善されたシステム、方法、およびデバイス
が望まれる。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]本発明のシステム、方法、およびデバイスはそれぞれいくつかの態様を有し、そ
れらのうちのいずれの単一の態様も単独では本発明の望ましい属性を担わない。以下の特
許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなく、ここでいくつかの特徴
が簡単に説明される。この説明を考慮した後、特に「発明を実施するための形態」と題さ
れるセクションを読んだ後で、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワーク中のアクセスポ
イントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための方法を提供す
る。本方法は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスのパ
フォーマンス特性を決定することを備える。本方法は、パフォーマンス特性に基づいて、
第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを第１のサブセットのワイヤレスデバイスま
たは第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類することをさらに備える。本方法は、
１次周波数チャネルを使用してワイヤレスデバイスの第１のサブセットに第１のパケット
を送信することをさらに備える。本方法は、２次周波数チャネルを使用して第２のサブセ
ットのワイヤレスデバイスに第２のパケットを送信することをさらに備える。本方法は、
第２のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するために２次周波数チャネルが使用され
ることを示す協調パケットを、第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに送信することを
さらに備える。第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントは、協調パケットを受信したこと
に応答して、１次周波数チャネルを使用して第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの
第１のセットに第３のパケットを送信することができ、３元周波数チャネルを使用して第
２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信する。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様は、高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための装置を提供
する。本装置は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスの
パフォーマンス特性を決定するための手段を備える。本装置は、パフォーマンス特性に基
づいて、第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスをワイヤレスデバイスの第１のサブ
セットまたは第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分類するための手段をさらに備え
る。本装置は、１次周波数チャネルを使用してワイヤレスデバイスの第１のサブセットに
第１のパケットを送信するための手段をさらに備える。本装置は、２次周波数チャネルを
使用して第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパケットを送信するための手段
をさらに備える。本装置は、第２のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するために２
次周波数チャネルが使用されることを示す協調パケットを、第２のＢＳＳにおけるアクセ
スポイントに送信するための手段をさらに備える。第２のＢＳＳにおけるアクセスポイン
トは、協調パケットを受信したことに応答して、１次周波数チャネルを使用して第２のＢ
ＳＳにおける第１のセットのワイヤレスデバイスに第３のパケットを送信することができ
、３元周波数チャネルを使用して第２のＢＳＳにおける第２のセットのワイヤレスデバイ
スに第４のパケットを送信する。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、実行されたときに装置に、第１の基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）における各ワイヤレスデバイスのパフォーマンス特性を決定することを行わせるコ
ードを備える非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。本媒体は、実行されたときに装
置に、パフォーマンス特性に基づいて、第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを第
１のサブセットのワイヤレスデバイスにまたは第２のサブセットのワイヤレスデバイスに
分類することを行わせるコードをさらに備える。本媒体は、実行されたときに装置に、１
次周波数チャネルを使用してワイヤレスデバイスの第１のサブセットに第１のパケットを
送信することを行わせるコードをさらに備える。本媒体は、実行されたときに装置に、２
次周波数チャネルを使用して第２のサブセットのワイヤレスデバイスに第２のパケットを
送信することを行わせるコードをさらに備える。本媒体は、実行されたときに装置に、第
２のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するために２次周波数チャネルが使用される
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ことを示す協調パケットを、第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに送信することを行
わせるコードをさらに備える。第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントは、協調パケット
を受信したことに応答して、１次周波数チャネルを使用して第２のＢＳＳにおける第１の
セットのワイヤレスデバイスに第３のパケットを送信することができ、３元周波数チャネ
ルを使用して第２のＢＳＳにおける第２のセットのワイヤレスデバイスに第４のパケット
を送信する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、高効率なワイヤレス周波数分割多重化のための装置を提供
する。本装置は、第１の基本サービスセット（ＢＳＳ）における各ワイヤレスデバイスの
パフォーマンス特性を決定するように構成された分類器ユニットを備える。分類器ユニッ
トは、パフォーマンス特性に基づいて、第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスをワ
イヤレスデバイスの第１のサブセットまたは第２のサブセットのワイヤレスデバイスに分
類するためにさらに構成され得る。本装置は、１次周波数チャネルを使用して第１のサブ
セットのワイヤレスデバイスに第１のパケットを送信するようにするように構成された送
信機をさらに備える。送信機は、２次周波数チャネルを使用して第２のサブセットのワイ
ヤレスデバイスに第２のパケットを送信するようにさらに構成され得る。送信機は、第２
のサブセットのワイヤレスデバイスと通信するために２次周波数チャネルが使用されるこ
とを示す協調パケットを、第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントに送信するようにさら
に構成され得る。第２のＢＳＳにおけるアクセスポイントは、協調パケットを受信したこ
とに応答して、１次周波数チャネルを使用して第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイス
の第１のセットに第３のパケットを送信することができ、３元周波数チャネルを使用して
第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第２のセットに第４のパケットを送信する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２Ａ】[0011]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システム
を示す図。
【図２Ｂ】[0012]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在する別のワイヤレス通信シス
テムを示す図。
【図３】[0013]図１および図２Ｂのワイヤレス通信システム内で採用され得る周波数多重
化技法を示す図。
【図４】[0014]図１、図２Ｂ、および図３のワイヤレス通信システム内で採用され得る例
示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図。
【図５Ａ】[0015]本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムを示す図。
【図５Ｂ】[0016]本開示の態様が採用され得るタイミング図。
【図５Ｃ】本開示の態様が採用され得るタイミング図。
【図５Ｄ】[0017]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図５Ｅ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図５Ｆ】[0018]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図５Ｇ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図６Ａ】[0019]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図６Ｂ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図６Ｃ】[0020]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図６Ｄ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図７】[0021]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図８Ａ】[0022]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図８Ｂ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図８Ｃ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図９Ａ】[0023]本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図９Ｂ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
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【図９Ｃ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図９Ｄ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図９Ｅ】本開示の態様が採用され得る別のタイミング図。
【図１０】[0024]高効率なワイヤレス周波数分割多重化のためのプロセスのフローチャー
ト。
【図１１】[0025]データを送信するためのプロセスのフローチャート。
【図１２】[0026]データを送信するためのプロセスの別のフローチャート。
【図１３】[0027]データを送信するためのプロセスの別のフローチャート。
【図１４】[0028]データを送信するためのプロセスの別のフローチャート。
【図１５】[0029]データを送信するためのプロセスの別のフローチャート。
【図１６】[0030]データを送信するためのプロセスの別のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0031]添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下
でより十分に説明される。ただし、本開示は、多くの異なる形態で具現化される場合があ
り、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定されるものと解
釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の
範囲を当業者に十分に伝えるように提供される。本明細書での教示に基づいて、本開示の
範囲が、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるか、本発明の任意の他の態様と
組み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステム、装置、および方
法の任意の態様を包含するものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細
書に記載される任意の数の態様を使用して装置が実装されてよく、または方法が実施され
てもよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に加えて
、またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施さ
れる、そのような装置または方法を包含するものである。本明細書で開示される任意の態
様は、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解されたい。
【００１２】
　[0032]特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および並べ替
えは、本開示の範囲内に属する。好ましい態様のいくつかの利益および利点について言及
されるが、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。む
しろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝
送プロトコルに広く適用可能なものであり、そのうちのいくつかが図面および好ましい態
様の以下の説明において例として示される。発明を実施するための形態および各図面は、
限定的でなく、本開示の例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびそ
の均等物によって定義される。
【００１３】
　[0033]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネット
ワーキングプロトコルを利用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され
得る。本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなどの任意の通信規格
に適用され得る。
【００１４】
　[0034]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、
直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum）通信、
ＯＦＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、高効率な８０２．
１１プロトコルに従って送信され得る。高効率な８０２．１１プロトコルの実装形態は、
インターネットアクセス、センサー、メータリング、スマートグリッドネットワーク、ま
たは他のワイヤレスアプリケーションに使用され得る。有利なことに、本明細書で開示さ
れる技法を使用する高効率な８０２．１１プロトコルを実装しているいくつかのデバイス
の態様は、同じエリアにおける増大したピアツーピアサービス（たとえば、Ｍｉｒａｃａ
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ｓｔ、ＷｉＦｉ　Ｄｉｒｅｃｔ（登録商標）　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｓｏｃｉａｌ　ＷｉＦ
ｉ（登録商標）など）を可能にすること、増大したユーザ当たり最小スループット要件を
サポートすること、より多くのユーザをサポートすること、改善された屋外カバレージと
ロバストネスとをもたらすこと、および／または他のワイヤレスプロトコルを実装してい
るデバイスよりも少ない電力を消費することを含み得る。
【００１５】
　[0035]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわち、
アクセスポイント（「ＡＰ」）およびクライアント（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）
が存在し得る。一般に、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として機能することが
でき、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして機能する。たとえば、ＳＴＡはラップトップコン
ピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡ
は、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を得るために
ＷｉＦｉ（たとえば、ＩＥＥＥ　８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介し
てＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもある
。
【００１６】
　[0036]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ＮｏｄｅＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ
基地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルー
タ、無線トランシーバ、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装
され、またはそれらのいずれかとして知られ得る。
【００１７】
　[0037]局「ＳＴＡ」は、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、移動
局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器
、もしくは何らかの他の用語を備え、それらのいずれかとして実装され、またはそれらの
いずれかとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス端末は、セルラー電話、
コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルル
ープ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続機能を有するハン
ドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイ
スを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（たと
えば、セルラーフォンもしくはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラップトッ
プ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス
（たとえば、携帯データ端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音楽デバイ
スもしくはビデオデバイス、もしくは衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくはゲームシス
テム、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信するように構
成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。
【００１８】
　[0038]上述されたように、本明細書で説明されるデバイスのいくつかは、たとえば、高
効率な８０２．１１規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用される
か、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわらず、スマート
メータリングに、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのよう
なデバイスは、センサーアプリケーションを提供するか、またはホームオートメーション
において使用され得る。デバイスは、代わりにまたは加えて、たとえばパーソナルヘルス
ケアのためにヘルスケアコンテキストにおいて使用され得る。それらはまた、（たとえば
ホットスポットとともに使用するための）広範囲のインターネット接続を可能にするため
に、または機械間通信を実施するために、監視に使用され得る。
【００１９】
　[0039]図１は、本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば高効率な８０２．１



(12) JP 2016-524837 A 2016.8.18

10

20

30

40

50

１規格に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信する
ＡＰ１０４を含み得る。
【００２０】
　[0040]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間のワイヤレス通
信システム１００における送信に使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭ
Ａ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送られ、受信され得る。その場合に
は、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代替
的に、信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６
との間で送られ、受信され得る。その場合には、ワイヤレス通信システム１００はＣＤＭ
Ａシステムと呼ばれ得る。
【００２１】
　[0041]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を容易にする通信
リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１
０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チ
ャネルと呼ばれることもあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネル
と呼ばれることもある。
【００２２】
　[0042]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを提供することができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連
付けられ、通信にＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有しないこと
があり、むしろＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能し得ることに留意
されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的にＳＴＡ１０
６のうちの１つまたは複数によって実行され得る。
【００２３】
　[0043]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送信し、および／ま
たはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に関連付けることが必要とされ得
る。一態様では、関連付けるための情報は、ＡＰ１０４によるブロードキャストに含まれ
る。そのようなブロードキャストを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえば、カバレ
ージ領域にわたって広範なカバレージ探索を実行することができる。探索はまた、ＳＴＡ
１０６によって、たとえば、灯台方式でカバレージ領域をスイープすることによって実行
され得る。関連付けるための情報を受信した後、ＳＴＡ１０６は、関連付け調査または要
求などの基準信号をＡＰ１０４に送信することができる。いくつかの態様では、ＡＰ１０
４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大きいネ
ットワークと通信するために、バックホールサービスを使用することができる。
【００２４】
　[0044]一実施形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ高効率なワイヤレス構成要素（ＨＥＷＣ）
１５４を含む。ＡＰ　ＨＥＷＣ１５４は、高効率な８０２．１１プロトコルを使用するＡ
Ｐ１０４とＳＴＡ１０６との間の通信を可能にする、本明細書で説明される動作の一部ま
たは全部を実行することができる。ＡＰ　ＨＥＷＣ１５４の機能は、図２Ｂ、図３、図４
、図５Ａ～図５Ｇ、図６Ａ～図６Ｄ、図７、図８Ａ～図８Ｃ、図９Ａ～図９Ｅ、および図
１０～図２３に関して以下でより詳細に説明される。
【００２５】
　[0045]代替的にまたは追加として、ＳＴＡ１０６はＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６を含み得る
。ＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６は、高周波８０２．１１プロトコルを使用するＳＴＡ１０６と
ＡＰ１０４との間の通信を可能にする、本明細書で説明される動作の一部または全部を実
行することができる。ＳＴＡ　ＨＥＷＣ１５６の機能は、図２Ｂ、図３、図４、および図
５Ａに関して以下でより詳細に説明される。
【００２６】
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　[0046]状況によっては、ＢＳＡは他のＢＳＡの近くに位置し得る。たとえば、図２Ａは
、複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システム２００を示す。
図２Ａに示されるように、ＢＳＡ２０２Ａ、２０２Ｂ、および２０２Ｃは物理的に互いに
近くに位置し得る。ＢＳＡ２０２Ａ～Ｃが極めて近接しているにもかかわらず、ＡＰ２０
４Ａ～Ｃおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～Ｈはそれぞれ同じスペクトルを使用して通信し
得る。したがって、ＢＳＡ２０２Ｃにおけるデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデー
タを送信している場合、ＢＳＡ２０２Ｃの外にあるデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ａ～
ＢまたはＳＴＡ２０６Ａ～Ｆ）は、媒体上で通信を感知し得る。
【００２７】
　[0047]一般に、通常の８０２．１１プロトコル（たとえば、８０２．１１ａ、８０２．
１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎなど）を使用するワイヤレスネットワークは、
媒体アクセスのための搬送波感知多重アクセス（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple acc
ess）機構の下で動作する。ＣＳＭＡによれば、デバイスは、媒体を感知し、媒体がアイ
ドル状態であると感知されたときのみ送信する。したがって、ＡＰ２０４Ａ～Ｃおよび／
またはＳＴＡ２０６Ａ～ＨがＣＳＭＡ機構に従って動作していて、ＢＳＡ２０２Ｃにおけ
るデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデータを送信している場合に、ＢＳＡ２０２Ｃ
の外にあるＡＰ２０４Ａ～Ｂおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～Ｆは、それらが異なるＢＳ
Ａの一部であっても、媒体を介して送信しないことがある。
【００２８】
　[0048]図２Ａは、そのような状況を示す。図２Ａに示されるように、ＡＰ２０４Ｃは媒
体を介して送信している。送信は、ＡＰ２０４Ｃと同じＢＳＡ２０２ＣにあるＳＴＡ２０
６Ｇによって、またＡＰ２０４Ｃとは異なるＢＳＡにあるＳＴＡ２０６Ａによって感知さ
れる。送信は、ＳＴＡ　２０６Ｇおよび／またはＢＳＡ２０２ＣにおけるＳＴＡのみにア
ドレス指定され得るが、それでもなお、ＳＴＡ２０６Ａは、ＡＰ２０４Ｃ（および任意の
他のデバイス）が媒体上で送信しなくなるまで、（たとえば、ＡＰ２０４Ａとの間で）通
信を送信または受信することが可能ではないことがある。図示されていないが、同じこと
がＢＳＡ２０２ＢにおけるＳＴＡ２０６Ｄ～Ｆおよび／またはＢＳＡ２０２ＡにおけるＳ
ＴＡ２０６Ｂ～Ｃにも（たとえば、ＡＰ２０４Ｃによる送信がより強くて、他のＳＴＡが
媒体上で送信を感知できる場合には）当てはまり得る。
【００２９】
　[0049]その場合にはＣＳＭＡ機構の使用は、ＢＳＡの外にあるいくつかのＡＰまたはＳ
ＴＡが、ＢＳＡにおけるＡＰまたはＳＴＡによって行われた送信に干渉せずにデータを送
信することが可能であり得るので、非効率性をもたらす。アクティブなワイヤレスデバイ
スの数が増加し続ける中、非効率性は、ネットワークレイテンシとスループットとに著し
い影響を与え始め得る。たとえば、著しいネットワークレイテンシの問題は、各住戸がア
クセスポイントと関連局とを含み得るアパートに現れ得る。実際、各住戸は、居住者がワ
イヤレスルータ、ワイヤレスメディアセンター機能を有するビデオゲームコンソール、ワ
イヤレスメディアセンター機能を有するテレビ、パーソナルホットスポットのように働く
ことができる携帯電話などを所有する場合に、複数のアクセスポイントを含み得る。その
場合、レイテンシおよびスループットの問題と全体的なユーザの不満とを回避するために
、ＣＳＭＡ機構の非効率性を是正することが不可欠であり得る。
【００３０】
　[0050]そのようなレイテンシおよびスループットの問題は、居住エリアに限られないこ
ともある。たとえば、複数のアクセスポイントが空港、地下鉄の駅、および／または他の
人口密度の高い公共空間に位置し得る。現在、これらの公共空間ではＷｉＦｉアクセスが
提供されていることがあるが、有料である。ＣＳＭＡ機構によってもたらされる非効率性
が是正されない場合、ワイヤレスネットワークの事業者は、料金およびより低いサービス
品質が利益を上回り始めることで顧客を失う可能性がある。
【００３１】
　[0051]したがって、本明細書で説明される高効率な８０２．１１プロトコルは、これら
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の非効率性を最小化し、ネットワークスループットを増大させる修正された機構の下でデ
バイスが動作することを可能にし得る。そのような機構は、図２Ｂ、図３、および図４に
関して後述される。高効率な８０２．１１プロトコルの追加の態様は、図５Ａ～図２３に
関して後述される。
【００３２】
　[0052]図２Ｂは、複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システ
ム２５０を示す。図２Ａのワイヤレス通信システム２００とは異なり、ワイヤレス通信シ
ステム２５０は、本明細書で論じられる高効率な８０２．１１規格に従って動作し得る。
ワイヤレス通信システム２５０は、ＡＰ２５４Ａと、ＡＰ２５４Ｂと、ＡＰ２５４Ｃとを
含み得る。ＡＰ２５４Ａは、ＳＴＡ２５６Ａ～Ｃと通信することができ、ＡＰ２５４Ｂは
、ＳＴＡ２５６Ｄ～Ｆと通信することができ、ＡＰ２５４Ｃは、ＳＴＡ２５６Ｇ～Ｈと通
信することができる。
【００３３】
　[0053]様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ２５４Ａ～ＣとＳＴＡ２５６Ａ～Ｈとの間の
ワイヤレス通信システム２５０における送信に使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤ
Ｍ／ＯＦＤＭＡ技法またはＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ２５４Ａ～ＣとＳＴＡ２５６Ａ～
Ｈとの間で送られ、受信され得る。
【００３４】
　[0054]ＡＰ２５４Ａは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ａにおいてワイヤレス通信カ
バレージを提供することができる。ＡＰ２５４Ｂは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ｂ
においてワイヤレス通信カバレージを提供することができる。ＡＰ２５４Ｃは、基地局と
して働き、ＢＳＡ２５２Ｃにおいてワイヤレス通信カバレージを提供することができる。
各ＢＳＡ２５２Ａ、２５２Ｂ、および／または２５２Ｃは、中央ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ
、または２５４Ｃを有しないことがあり、むしろＳＴＡ２５６Ａ～Ｈのうちの１つまたは
複数の間のピアツーピア通信を可能にし得ることに留意されたい。したがって、本明細書
で説明されるＡＰ２５４Ａ～Ｃの機能は、代替的にＳＴＡ２５６Ａ～Ｈのうちの１つまた
は複数によって実行され得る。
【００３５】
　[0055]一実施形態では、ＡＰ２５４Ａ～Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～Ｈは、高効
率なワイヤレス構成要素を含む。本明細書で説明されるように、高効率なワイヤレス構成
要素は、高効率な８０２．１１プロトコルを使用するＡＰとＳＴＡとの間の通信を可能に
し得る。特に、高効率なワイヤレス構成要素は、ＣＳＭＡ機構の非効率性を最小化する（
たとえば、干渉が生じることのない状況において媒体を介した同時通信を可能にする）修
正された機構をＡＰ２５４Ａ～Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～Ｈが使用することを可
能にし得る。高効率なワイヤレス構成要素は、図４に関して以下でより詳細に説明される
。
【００３６】
　[0056]図２Ｂに示されるように、ＢＳＡ２５２Ａ～Ｃは物理的に互いに近くに位置する
。たとえば、ＡＰ２５４ＡおよびＳＴＡ２５６Ｂが互いに通信しているとき、ＢＳＡ２５
２Ｂ～Ｃにおける他のデバイスによって通信が感知され得る。しかしながら、通信は、Ｓ
ＴＡ２５６Ｆおよび／またはＳＴＡ２５６Ｇなどのいくつかのデバイスに干渉するだけで
あり得る。ＣＳＭＡの下では、ＡＰ２５４ＢはＳＴＡ２５６Ｅと通信することを、そのよ
うな通信がＡＰ２５４ＡとＳＴＡ２５６Ｂとの間の通信に干渉しなくても許容されない。
したがって、高効率な８０２．１１プロトコルは、同時に通信することができるデバイス
と同時に通信することができないデバイスとの間で区別する修正された機構の下で動作す
る。デバイスのそのような分類は、ＡＰ２５４Ａ～Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～Ｈ
における高効率なワイヤレス構成要素によって実行され得る。たとえば、ＡＰ２５４Ａ～
Ｃは、ＳＴＡ２５６Ａ～Ｈに特定の分類を割り当てることができる（たとえば、ＡＰ２５
４Ａ～Ｃは、ＳＴＡ２５６Ａ～Ｈの帯域幅能力に基づいてＳＴＡ２５６Ａ～Ｈに特定の分
類を割り当てることができる）。別の例として、ＳＴＡ２５６Ａ～Ｈは分類を選択し、適
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切なＡＰ２５４Ａ～Ｃに通知することができる。別の例として、ＳＴＡ２５６Ａ～Ｈは適
切なＡＰ２５４Ａ～Ｃに、特定の分類を求める要求を提出することができる。
【００３７】
　[0057]一実施形態では、デバイスが他のデバイスと同時に通信することができるかどう
かの決定は、デバイスのロケーションに基づく。たとえば、ＢＳＡの端の近くに位置する
ＳＴＡは、ＳＴＡが他のデバイスと同時に通信することができないような状態または状況
にあり得る。図２Ｂに示されるように、ＳＴＡ２０６Ａ、２０６Ｆ、および２０６Ｇは、
それらが他のデバイスと同時に通信することができない状態または状況にあるデバイスで
あり得る。同様に、ＢＳＡの中心の近くに位置するＳＴＡは、ＳＴＡが他のデバイスと通
信することができるような局または状況にあり得る。図２に示されるように、ＳＴＡ２０
６Ｂ、２０６Ｃ、２０６Ｄ、２０６Ｅ、および２０６Ｈは、それらが他のデバイスと同時
に通信することができる状態または状況にあるデバイスであり得る。
【００３８】
　[0058]様々な実施形態では、ＢＳＡの中心の近くにある、またはＢＳＡの端の近くにあ
るとのＳＴＡの分類に影響を与えるパフォーマンス（たとえば、ＲＦ）特性は、信号対干
渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ）、ＲＦ形状（RF geometry）、受信信号強度インジケータ（
ＲＳＳＩ）、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値、干渉レベル、信号レベル、送信
能力などのうちの１つまたは複数を含むことができる。様々な実施形態では、１つまたは
複数の物理的特性およびＲＦ特性が１つまたは複数のしきい値レベルと比較され得る。比
較は重み付けされ、および／または組み合わせられ得る。様々な実施形態では、デバイス
は、単独の、重み付けされた、および／または組み合わせられた物理的特性およびＲＦ特
性ならびに関連しきい値に基づいて、それらが同時に通信することができる、またはでき
ないような状況にあると決定され得る。
【００３９】
　[0059]デバイスの分類は永続的なものではないことに留意されたい。デバイスは、それ
らが同時に通信することができるような状態または状況と、それらが同時に通信すること
ができないような状態または状況との間で移行し得る（たとえば、デバイスは、動いてい
るとき、新しいＡＰに関連付けるとき、分離するときなどに、状態または状況を変化させ
得る）。
【００４０】
　[0060]さらに、デバイスは、それらが他のデバイスと同時に通信する状態または状況に
ある、またはないデバイスであるかどうかに基づいて、別様に動作するように構成され得
る。たとえば、同時に通信することができるような状態または状況にあるデバイスは、同
じスペクトル内で通信することができる。一方、同時に通信することができないような状
態または状況にあるデバイスは、媒体を介して通信するために、空間多重化または周波数
領域多重化などのいくつかの技法を採用し得る。デバイスの動作の制御は、ＡＰ２５４Ａ
～Ｃおよび／またはＳＴＡ２５６Ａ～Ｈにおける高効率なワイヤレス構成要素によって実
行され得る。
【００４１】
　[0061]一実施形態では、同時に通信することができないような状態または状況にあるデ
バイスは、媒体を介して通信するために、空間多重化技法を使用する。たとえば、別のデ
バイスによって送信されるパケットのプリアンブル内に、電力および／または他の情報が
埋め込まれ得る。デバイスが同時に通信することができないような状態または状況にある
デバイスは、媒体上でパケットが感知されたときにプリアンブルを分析し、ルールセット
に基づいて送信すべきかどうかを決定することができる。
【００４２】
　[0062]別の実施形態では、それらが同時に通信することができないような状態または状
況にあるデバイスは、媒体を介して通信するために、周波数領域多重化技法を使用する。
図３は、図１のワイヤレス通信システム１００および図２Ｂのワイヤレス通信システム２
５０の中で採用され得る周波数多重化技法を示す。図３に示されるように、ワイヤレス通
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信システム３００内にＡＰ３０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄが存在し得る
。ＡＰ３０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄの各々は、異なるＢＳＡに関連付
けられ、本明細書で説明される高効率なワイヤレス構成要素を含み得る。
【００４３】
　[0063]一例として、通信媒体の帯域幅は８０ＭＨｚであり得る。通常の８０２．１１プ
ロトコルの下では、ＡＰ３０４Ａ、３０４Ｂ、３０４Ｃ、および３０４Ｄの各々ならびに
各それぞれのＡＰに関連付けられたＳＴＡは、帯域幅全体を使用して通信することを試み
、これはスループットを低減し得る。一方、周波数領域多重化を使用する高効率な８０２
．１１プロトコルの下では、図３に示されるように、帯域幅はセグメント３０８、３１０
、３１２、および３１４（たとえば、チャネル）に分割され得る。チャネルは、ＩＥＥＥ
８０２．１１動作が許容されるスペクトルの任意の部分であり得る。一般に、チャネルは
レガシー動作において２０ＭＨｚの帯域幅を有するが、本明細書で説明されるチャネルま
たはセグメントは、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、２０ＭＨｚなどのような任意の帯域幅を有し
得る。本明細書で説明されるチャネルまたはセグメントはまた、ＢＳＳの帯域幅内に非隣
接トーンのサブセットを含むことができる。さらに、本明細書で示されるチャネルまたは
セグメントは、スペクトルの連続チャンクの一部として示されている（たとえば、各チャ
ネルまたはセグメントは、連続する隣接した周波数範囲をカバーする）が、本明細書で説
明されるチャネルまたはセグメントは、スペクトルの連続チャンクまたは非連続チャンク
の一部であり得る。チャネルまたはセグメントはまた、スペクトル内の他のチャネルまた
はセグメントのサブセットであり得る。図３に示されるように、ＡＰ３０４Ａはセグメン
ト３０８に関連付けられることがあり、ＡＰ３０４Ｂはセグメント３１０に関連付けられ
ることがあり、ＡＰ３０４Ｃはセグメント３１２に関連付けられることがあり、ＡＰ３０
４Ｄはセグメント３１４に関連付けられることがある。
【００４４】
　[0064]一実施形態では、ＡＰ３０４Ａ～Ｄおよび他のデバイスと同時に通信することが
できるような状態または状況にあるＳＴＡ（たとえば、ＢＳＡの中心の近くにあるＳＴＡ
）が互いに通信しているとき、各ＡＰ３０４Ａ～ＤおよびこれらのＳＴＡの各々は、８０
ＭＨｚの媒体の一部分または全体を使用して通信することができる。一方、ＡＰ３０４Ａ
～Ｄおよび他のデバイスと同時に通信することができないような状態または状況にあるＳ
ＴＡ（たとえば、ＢＳＡの端の近くにあるＳＴＡ）が互いに通信しているとき、ＡＰ３０
４ＡおよびそれのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３０８を使用して通信し、ＡＰ３０
４ＢおよびそれのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１０を使用して通信し、ＡＰ３０
４ＣおよびそれのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１２を使用して通信し、ＡＰ３０
４ＤおよびそれのＳＴＡは、２０ＭＨｚのセグメント３１４を使用して通信する。ＡＰ３
０４Ａ～Ｄは、どのＡＰおよびＳＴＡがセグメント３０８、３１０、３１２および３１４
のどれを介して通信するかを決定するために（たとえば、協調メッセージを送信および／
または受信することによって）互いに通信することができる。セグメント３０８、３１０
、３１２および３１４は通信媒体の異なる部分であるので、第１のセグメントを使用する
第１の送信が第２のセグメントを使用する第２の送信に干渉することはない。
【００４５】
　[0065]したがって、他のデバイスと同時に通信することができないような状態または状
況にあっても、高効率なワイヤレス構成要素を含むＡＰおよび／またはＳＴＡは、干渉な
しに他のＡＰおよびＳＴＡと同時に（たとえば、期せずして同時に、またはＡＰもしくは
ＳＴＡによってスケジュールされた時間に基づいて同時に）通信することができる。した
がって、ワイヤレス通信ネットワーク３００のスループットは増大し得る。アパートまた
は人口密度の高い公共空間の場合、高効率なワイヤレス構成要素を使用するＡＰおよび／
またはＳＴＡは、アクティブなワイヤレスデバイスの数が増加する中でも、レイテンシの
低減とネットワークスループットの増大を経験し、それによってユーザエクスペリエンス
を改善することができる。
【００４６】
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　[0066]図４は、図１、図２Ｂおよび図３のワイヤレス通信システム１００、２５０およ
び／または３００の中で採用され得るワイヤレスデバイス４０２の例示的な機能ブロック
図を示す。ワイヤレスデバイス４０２は、本明細書で説明される様々な方法を実施するよ
うに構成され得るデバイスの一例である。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ
１０４、ＳＴＡ１０６のうちの１つ、ＡＰ２５４のうちの１つ、ＳＴＡ２５６のうちの１
つ、および／またはＡＰ３０４のうちの１つを備え得る。
【００４７】
　[0067]ワイヤレスデバイス４０２は、ワイヤレスデバイス４０２の動作を制御するプロ
セッサ４０４を含み得る。プロセッサ４０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれること
もある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み
得るメモリ４０６は、命令とデータとをプロセッサ４０４に提供することができる。メモ
リ４０６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロ
セッサ４０４は、通常は、メモリ４０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理
演算と算術演算とを実行する。メモリ４０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実
施するように実行可能であり得る。
【００４８】
　[0068]プロセッサ４０４は、１つまたは複数のプロセッサにより実装された処理システ
ムを備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎用
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウェ
ア有限状態機械、または情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他の
適切なエンティティの任意の組合せにより実装され得る。
【００４９】
　[0069]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含み得る。ソフ
トウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウ
ェア記述言語、または他の用語のいずれと呼称されるかにかかわらず、任意のタイプの命
令を意味するものとして広範に解釈されるものとする。命令は、（たとえば、ソースコー
ドフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または任
意の他の適切なコードのフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数の
プロセッサによって実行されたときに、処理システムに、本明細書で説明される様々な機
能を実行させる。
【００５０】
　[0070]ワイヤレスデバイス４０２はまた、ワイヤレスデバイス４０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信と受信とを可能にするために送信機４１０および／または受信機
４１２を含み得るハウジング４０８を含み得る。送信機４１０および受信機４１２は、組
み合わされてトランシーバ４１４になり得る。アンテナ４１６は、ハウジング４０８に取
り付けられ、トランシーバ４１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス４０２は
、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナも
含み得る（図示せず）。
【００５１】
　[0071]ワイヤレスデバイス４０２は、トランシーバ４１４によって受信された信号のレ
ベルを検出し、定量化するために使用され得る、信号検出器４１８も含み得る。信号検出
器４１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力スペ
クトル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス４０２は、信号
の処理に使用されるデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）４２０も含み得る。ＤＳＰ４２０
は、送信用のパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様では、パケットは
物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００５２】
　[0072]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２はユーザインターフェース４２
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２をさらに備え得る。ユーザインターフェース４２２は、キーパッド、マイクロホン、ス
ピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース４２２は、
ワイヤレスデバイス４０２のユーザに情報を伝え、および／またはユーザからの入力を受
信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００５３】
　[0073]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２は高効率なワイヤレス構成要素
４２４をさらに備え得る。高効率なワイヤレス構成要素４２４は、分類器ユニット４２８
と送信制御ユニット４３０とを含み得る。本明細書で説明されるように、高効率なワイヤ
レス構成要素４２４は、ＣＳＭＡ機構の非効率性を最小化する（たとえば、干渉が生じる
ことのない状況において媒体を介した同時通信を可能にする）修正された機構をＡＰおよ
び／またはＳＴＡが使用することを可能にし得る。
【００５４】
　[0074]修正された機構は、分類器ユニット４２８および送信制御ユニット４３０によっ
て実装され得る。一実施形態では、分類器ユニット４２８は、どのデバイスが他のデバイ
スと同時に通信することができるような状態または状況にあり、どのデバイスが他のデバ
イスと同時に通信することができないような状態または状況にあるかを決定する。一実施
形態では、送信制御ユニット４３０はデバイスの動作を制御する。たとえば、送信制御ユ
ニット４３０は、いくつかのデバイスが同じ媒体上で同時に送信することを可能にし、他
のデバイスが空間多重化技法または周波数領域多重化技法を使用して送信することを可能
にし得る。送信制御ユニット４３０は、分類器ユニット４２８によって行われた決定に基
づいてデバイスの動作を制御することができる。
【００５５】
　[0075]ワイヤレスデバイス４０２の様々な構成要素は、バスシステム４２６によって一
緒に結合され得る。バスシステム４２６は、たとえば、データバス、ならびに、データバ
スに加えて、電力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る。ワイヤレ
スデバイス４０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、一緒に結合され得るか、
または互いに対する入力を受け入れ、もしくは提供し得ることを当業者は諒解されよう。
【００５６】
　[0076]図４には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わされ得るかまたは共通に実装され得ることを当業者は認識されよう
。たとえば、プロセッサ４０４は、プロセッサ４０４に関して上述された機能を実装する
ためだけでなく、信号検出器４１８および／またはＤＳＰ４２０に関して上述された機能
を実装するためにも使用され得る。さらに、図４に示される構成要素の各々は、複数の別
個の要素を使用して実装され得る。
【００５７】
　[0077]ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＡＰ２５４、ＳＴＡ
２５６、および／またはＡＰ３０４を備えてよく、通信を送信および／または受信するた
めに使用されてよい。すなわち、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＡＰ２５４、ＳＴＡ２５６
、またはＡＰ３０４のいずれかは、送信機デバイスまたは受信機デバイスとして機能し得
る。いくつかの態様は、信号検出器４１８が、送信機または受信機の存在を検出するため
に、メモリ４０６およびプロセッサ４０４上で動作しているソフトウェアによって使用さ
れることを企図する。
【００５８】
　[0078]上述されたように、ネットワークのスループットおよびレイテンシは、ＣＳＭＡ
機構が使用されるときにワイヤレスネットワークにおける主な懸念事項であり得る。たと
えば、１つのワイヤレスネットワークに関連付けられたワイヤレスデバイスは、他のワイ
ヤレスネットワークに関連付けられた他のワイヤレスデバイスに極めて近接して位置する
ことがある。１つのネットワークのワイヤレスデバイスは、別のネットワークの別のワイ
ヤレスデバイスによる送信を感知し、それにより、干渉が生じることのないときでも、媒
体を介して送信するのを控えることがある。したがって、これらの問題のうちのいくつか
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を軽減するために、高効率な８０２．１１プロトコルにおいて修正された機構が使用され
得る。
【００５９】
　[0079]修正された機構では、ワイヤレスデバイスは、ワイヤレスデバイスの状態または
状況に従って分類され得る。たとえば、ワイヤレスデバイスは、（たとえば、ワイヤレス
デバイスは、ＢＳＡの端から離れて位置しており、それによって、干渉をもたらすことは
ないので）ワイヤレスデバイスが他のワイヤレスデバイスと同時に通信することができる
状態または状況にあり得る。別の例として、ワイヤレスデバイスは、（たとえば、ワイヤ
レスデバイスは、ＢＳＡの端の近くに位置しており、それによって、干渉をもたらすこと
になるので）ワイヤレスデバイスが他のワイヤレスデバイスと同時に通信することができ
ない状態または状況にあり得る。
【００６０】
　[0080]ネットワークのスループットを改善し、レイテンシを低減するために、ワイヤレ
スデバイスが、ＢＳＡの端の近くにあるか、またはさもなければ現在のプロトコルの下で
は同時に通信することができない場合でも、同時に通信することを可能にするいくつかの
技法が採用され得る。１つのそのような技法は、図３に関して上述された周波数領域多重
化である。特に、ＡＰが周波数領域多重化技法を使用してＳＴＡにメッセージ（たとえば
、ＤＬ通信）を送信することを可能にするプロトコルが開発および実装され得る。以下で
説明されるように、ＡＰは、ＳＴＡがどのように分類されるかに基づいて決定された周波
数チャネルを使用してＳＴＡにメッセージを送信することができる。
【００６１】
　[0081]図５Ａは、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム５００を示す。
図５Ａに示されるように、ワイヤレス通信システム５００はＢＳＡ５０２を含む。ＢＳＡ
５０２は、ＡＰ５０４とＳＴＡ５０６Ａ～Ｅとを含むことができる。一実施形態では、Ａ
Ｐ５０４およびＳＴＡ５０６Ａ～Ｄはそれぞれ、上述された高効率なワイヤレス構成要素
を含む。一方、ＳＴＡ５０６Ｅは高効率なワイヤレス構成要素を含まない。したがって、
ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄが高効率なＳＴＡと呼ばれるのに対し、ＳＴＡ５０６Ｅは（たとえば
、それは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃなどの通常のＩＥＥＥ８
０２．１１プロトコルと適合するので）レガシーＳＴＡと呼ばれる。
【００６２】
　[0082]上述されたように、ＡＰ５０４は、高効率なＳＴＡとレガシーＳＴＡとを、それ
ぞれのＳＴＡが他のワイヤレスデバイスと同時に通信することができる状態または状況に
ある、またはないと分類することができる。ＡＰ５０４は、ＳＴＡのそれぞれの帯域幅能
力に基づいてそのような分類を行うことができる。
【００６３】
　[0083]ＡＰ５０４は、ＤＬ通信５１０を介してＳＴＡ５０６Ａに、ＤＬ通信５１２を介
してＳＴＡ５０６Ｂに、ＤＬ通信５１４を介してＳＴＡ５０６Ｃに、ＤＬ通信５１６を介
してＳＴＡ５０６Ｄに、ＤＬ通信５１８を介してＳＴＡ５０６Ｅに、データを送信するこ
とができる。図５Ａに示されるように、ＳＴＡ５０６Ａ～ＣはＡＰ５０４に、ＳＴＡ５０
６Ｄ～Ｅよりも近くに位置し得る。ＤＬ通信５１０、５１２、５１４、５１６、および５
１８は、本明細書で説明されるダウンリンク周波数領域多重化（ＤＬ　ＦＤＭ）プロトコ
ルに従ってＡＰ５０４によって行われ得る。
【００６４】
　[0084]ＤＬ　ＦＤＭプロトコルは、３つのデータ交換段階、すなわち、（１）データ送
信と、（２）保護と、（３）確認応答とを含むことができる。保護段階はデータ送信段階
に先行することがあり、確認応答段階はデータ送信段階に後続することがある。保護段階
では、干渉を防止するための技法が採用され得る。データ送信段階では、１つまたは複数
のＳＴＡのためのデータがそれぞれのＳＴＡに送信され得る。確認応答段階では、ＡＰは
、それぞれのＳＴＡが適切なデータを受信したことを確認することができる。これらの段
階の各々は、本明細書で論じられる周波数領域多重化原理に従って異なるチャネル上で同
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時に生じ得る。さらに、ＤＬ　ＦＤＭプロトコルは、ＡＰ５０４による送信の開始のタイ
ミングに関係するルールを含むことができる。
【００６５】
データ送信段階
　[0085]一実施形態では、いくつかのデータ送信オプションがデータ送信段階中に利用可
能である。特に、いくつかのオプションは、ＳＴＡが同時に通信することができるように
異なるチャネル上にＳＴＡを割り振るために利用可能である。これらのオプションはまた
、レガシーＳＴＡと高効率なＳＴＡの両方が同時に通信することを可能にし得る。したが
って、ネットワークスループットを改善し、レイテンシを低減するための本明細書で説明
される技法は、高効率なＳＴＡと互換性があるデバイスおよび既存のレガシーＳＴＡと後
方互換性があるデバイスにおいて実施され得る。たとえば、異なるチャネル上にＳＴＡを
割り振るために、通常のＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルの既存のＰＨＹレイヤ（たとえ
ば、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃなどのＰＨＹレイヤ）が新しい媒体アクセス制御
（ＭＡＣ）機構と結合され得る。別の例として、異なるチャネル上にＳＴＡを割り振るた
めに、高効率な８０２．１１プロトコル用に新しいＰＨＹレイヤプリアンブルが作成され
得る。別の例として、異なるチャネル上にＳＴＡを割り振るために、通常のＩＥＥＥ８０
２．１１プロトコルの既存のＰＨＹレイヤおよび新しいＰＨＹレイヤプリアンブルが使用
され得る。
【００６６】
　[0086]図５Ｂ～図５Ｃは、本開示の態様が採用され得るタイミング図を示す。特に、図
５Ｂ～図５Ｃは、通常のＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルの既存のＰＨＹレイヤおよび新
しいＭＡＣ機構に従って使用され得るタイミング図を示す。図５Ｂ～図５Ｃに示されるよ
うに、４つのチャネル、すなわちチャネル５２０、チャネル５２２、チャネル５２４、お
よびチャネル５２６が存在する。本明細書で使用される場合、チャネル５２６は１次チャ
ネルと呼ばれ、チャネル５２０、５２２、および５２４は２次チャネルと呼ばれる。１次
チャネルは、通常のＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル上で動作しているＳＴＡによって使
用されるデフォルトチャネルである。レガシーＳＴＡは、２次チャネルを使用してデータ
を受信または送信することができるが、レガシーＳＴＡとの間の送信は、１次チャネルを
含まなければならない（たとえば、レガシーＳＴＡ用のパケットは１次チャネルを常に含
む）。一方、高効率なＳＴＡは、１次チャネルを使用してデータを受信もしくは送信する
こと、または（たとえば、高効率なＳＴＡとの間の送信が、高効率なＳＴＡによって知ら
れている少なくとも１つのチャネルを含む限り）２次チャネルを使用してのみデータを受
信もしくは送信することができる。チャネル５２０、５２２、５２４、および５２６は、
隣接していること（たとえば、各チャネル５２０、５２２、５２４、および５２６は、１
０００ＭＨｚから１０８０ＭＨｚまでなどの連続する２０ＭＨｚの周波数範囲をカバーす
る）、または隣接していないことがある（たとえば、チャネル５２０、５２２、５２４、
および／または５２６のうちの１つまたは複数の間に周波数のギャップがある）。
【００６７】
　[0087]一実施形態では、１次チャネル（および、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１ｎ動作
、レガシーＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ動作などの場合のように、潜在的に追加の２次チャ
ネル）は、ＡＰ５０４からレガシーＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ５０６Ｅ）への通信に使用
され、２次チャネルは、ＡＰ５０４から高効率なＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄ
）への通信に使用される。
【００６８】
　[0088]ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅをチャネルに関連付けるＭＡＣメッセージを
送信し、それによって、ＡＰ５０４がそれぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｅと通信するためにど
のチャネルを使用するつもりであるかを示すことができる。いくつかの実施形態では、Ａ
Ｐ５０４は、ＳＴＡ５０６ＥがレガシーＳＴＡであるので、１次チャネル上でＳＴＡ５０
６Ｅと通信することをデフォルトで選択する。したがって、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６
ＥにＭＡＣメッセージを送信しなくてよい。むしろ、ＡＰ５０４は、高効率なＳＴＡにの
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みＭＡＣメッセージを送信することができる。他の実施形態では、ＡＰ５０４は各ＳＴＡ
５０６Ａ～ＥにＭＡＣメッセージを送信する。ＭＡＣメッセージは、ＡＰ５０４によって
ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに送信される管理フレームであり得る。管理フレームは、ＳＴＡ５０
６Ａ～Ｅのうちの１つまたは複数のために割り振られたチャネルを示すことができる。Ｍ
ＡＣメッセージは、図７に関して以下でより詳細に説明される。
【００６９】
　[0089]図５Ｂ～図５Ｃに示されるように、ＭＡＣメッセージは、チャネル５２６にＳＴ
Ａ５０６Ｅを、チャネル５２４にＳＴＡ５０６Ａを、チャネル５２２にＳＴＡ５０６Ｂを
、チャネル５２０にＳＴＡ５０６Ｃを割り振る。ＡＰ５０４からそれぞれのＳＴＡ５０６
Ａ～Ｃおよび５０６Ｅへの送信は、同時に始まること（たとえば、図５Ｂ参照）または異
なる時間に始まること（たとえば、図５Ｃ参照）がある。ＡＰ５０４からの送信が異なる
時間に始まる場合、異なるＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに送信されたＯＦＤＭシンボルは依然とし
て、受信側の処理を助けるために揃えられ得る。同様に、ＡＰ５０４からの送信は、同時
に終了すること（図示せず）または異なる時間に終了すること（たとえば、図５Ｂ～図５
Ｃ参照）がある。
【００７０】
　[0090]ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、特殊なフィルタ処理能力および／またはオーバーサンプ
リングされたＦＦＴを使用してＭＡＣメッセージおよび／または実際のデータ送信を受信
することができる。レガシーＳＴＡ５０６Ｅおよび／またはＢＳＡ５０２における任意の
他のレガシーＳＴＡは、隣接するチャネルからのチャネル干渉の可能性を最小化するため
に、低い変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）値（たとえば、４または５）を含み得る
。
【００７１】
　[0091]したがって、既存のＰＨＹレイヤおよび新しいＭＡＣ機構の使用は、ＡＰ５０４
が同時にまたはほぼ同時にレガシーＳＴＡおよび高効率なＳＴＡへの送信を多重化するこ
とを可能にする。
【００７２】
　[0092]図５Ｄ～図５Ｅは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。特に
、図５Ｄ～図５Ｅは、新しいＰＨＹレイヤプリアンブルに従って使用され得るタイミング
図を示す。新しいＰＨＹレイヤプリアンブルが定義されるので、図５Ｄ～図５Ｅは高効率
なＳＴＡにのみ適用され得る。
【００７３】
　[0093]一実施形態では、新しいＰＨＹレイヤプリアンブルは、各ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに
関連付けられたＭＣＳ、ＡＰ５０４が各それぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに送信することに
なる時間の持続時間、ＡＰ５０４が各それぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに送信することにな
るバイトの数、各それぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに関連付けられたチャネルの識別情報お
よびチャネルの帯域幅、レガシーＳＴＡが１次チャネルを介した送信を遅らせるべき時間
の持続時間、各それぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｄにメッセージを送信するときにＡＰ５０４
によって使用されることになる送信モード（たとえば、コーディングモード、パイロット
ロケーションモードなど）に関する追加の指示、ならびに／または任意の他の物理レイヤ
送信パラメータを含む。新しいＰＨＹレイヤプリアンブルが上述の情報のいずれも含まな
い場合、そのような情報は、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに以前送信されたＭＡＣメッセージに含
まれ得る。
【００７４】
　[0094]チャネル帯域幅は、各ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄで同じこと、または異なることがある
。たとえば、図５Ｄに示されるように、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄは別個のチャネル５２０．５
２２、５２４、または５２６を割り当てられ、各チャネルが同じ帯域幅を有する。別の例
として、図５Ｅに示されるように、ＳＴＡ５０６Ａおよび５０６Ｃは別個のチャネル５２
２または５２６を割り当てられ、この場合各チャネルが同じ帯域幅を有し、および、この
場合帯域幅が図５Ｄの場合の帯域幅の２倍である。別の例として、図示されていないが、
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ＳＴＡ５０６Ａおよび５０６Ｃは別個のチャネル５２２または５２６を割り当てられ、こ
の場合チャネル５２２の帯域幅がチャネル５２６の帯域幅とは異なる（たとえば、チャネ
ル５２２の帯域幅がチャネル５２６の帯域幅の２倍である）。
【００７５】
　[0095]図５Ｄ～図５Ｅに示されるように、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８はＡＰ５０
４によってチャネル５２０、５２２、５２４、および５２６を介して送信される。いくつ
かの実施形態では、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８は、各チャネル上のすべてのＳＴＡ
５０６Ａ～Ｄに関する情報を含む。これは、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄがチャネルのうちのいず
れかでリッスンし、チャネル割振り情報を受信することを可能にし得る。他の実施形態で
は、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８は、異なるチャネルにおける異なるＳＴＡ５０６Ａ
～Ｄに関する情報を含む。ここでは、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄは、追加のＭＡＣメッセージを
介してＳＴＡ５０６Ａ～Ｄがリッスンすべきチャネルを事前に通知され得る。ＳＴＡ５０
６Ａ～Ｄの各々は、別個のチャネル上でメッセージを対象にリッスンすることができる。
このようにして、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄの各々は、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８を受信
することができる。ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８を受信した後、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｄ
はＤＬ通信５１０、５１２、５１４、または５１６を受信することができる。ＳＴＡ５０
６Ａ～Ｄは、ＡＰ５０４からＤＬ通信を正しく受信するために、および／またはＡＰ５０
４にＵＬ通信を正しく送信するように、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８において提供さ
れた情報を使用することができる。したがって、ＡＰ５０４は、新しいＰＨＹレイヤプリ
アンブル５２８を使用して複数のＳＴＡ５０６Ａ～Ｄに複数のチャネルを介してデータを
送信することが可能であり得る。送信は各チャネル上で同じ持続時間または異なる持続時
間を有し得ることに留意されたい。
【００７６】
　[0096]図５Ｆ～図５Ｇは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。特に
、図５Ｄ～図５Ｅは、通常のＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルにおける既存のＰＨＹレイ
ヤおよび新しいＰＨＹレイヤプリアンブルに従って使用され得るタイミング図を示す。
【００７７】
　[0097]図５Ｂ～図５Ｃに関して上述されたように、１次チャネル（たとえば、チャネル
５２６）ならびに／または２次チャネルのうちの１つもしくは複数（たとえば、チャネル
５２０、５２２、および／もしくは５２４）がレガシーＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ５０６
Ｅ）への送信に使用されることがあり、２次チャネルが高効率なＳＴＡ（たとえば、ＳＴ
Ａ５０６Ａ～Ｄ）への送信に使用されることがある。新しいＰＨＹレイヤプリアンブル５
２８は高効率なＳＴＡと適合するので、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８は、図５Ｆ～図
５Ｇに示されるように、高効率なＳＴＡのみがＰＨＹレイヤプリアンブル５２８を受信す
るように２次チャネルを介して送信され得る。
【００７８】
　[0098]一実施形態では、上述されたように、チャネル帯域幅の各々は同じサイズまたは
異なるサイズであり得る。一実施形態では、チャネル５２０、５２２、５２４、および／
または５２６は、隣接していること、または隣接していないことがある。いくつかの実施
形態では、１次チャネルは常に使用され、少なくとも１つのＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに関連付
けられる。他の実施形態では、１次チャネルは使用されず、またはＳＴＡ５０６Ａ～Ｅの
うちのいずれにも関連付けられない。
【００７９】
　[0099]したがって、既存のＰＨＹレイヤおよび新しいＰＨＹレイヤプリアンブル５２８
の使用は、ＡＰ５０４が同時にまたはほぼ同時にレガシーＳＴＡおよび高効率なＳＴＡへ
の送信を多重化することを可能にする。新しいＭＡＣ機構は、適切なチャネル上でメッセ
ージを対象にリッスンするようにＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに正しく命令するために必要ではな
いことがあるが、新しいＭＡＣ機構は、既存のＰＨＹレイヤおよび新しいＰＨＹレイヤプ
リアンブル５２８と関連して使用されることがある。
【００８０】
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　[00100]一実施形態では、１次チャネル上の（レガシー）送信はＭＡＣメッセージを含
むこと、またはＭＡＣメッセージに先行されることがあり、この場合にＭＡＣメッセージ
は、２次チャネルのうちの１つまたは複数における追加の高効率な送信の存在の指示を含
む。これは、高効率なＳＴＡが１次チャネルのみをリッスンし、高効率なＳＴＡのうちの
１つまたは複数にアドレス指定され得る２次チャネル上の追加パケットの存在を通知され
ることを可能にし得る。次いで高効率なＳＴＡは、第２のチャネルに切り替え、プリアン
ブルを検出することができ、この場合にプリアンブルは、送信を復号するための追加情報
を含む。
【００８１】
送信開始のタイミング
　[00101]一実施形態では、送信の開始のタイミングは、ランダムバックオフカウンタに
基づくルールならびにＡＰ５０４および／またはＳＴＡ５０６Ａ～Ｅによって設定された
ポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ：point coordination function inter 
frame space）および／またはスケジュールに基づき得る。
【００８２】
　[00102]図６Ａ～図６Ｂは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。上
述されたように、１次チャネル（たとえば、チャネル５２６）ならびに／または２次チャ
ネルのうちの１つもしくは複数（たとえば、チャネル５２０、５２２、および／もしくは
５２４）がレガシーＳＴＡへの送信に使用されることがあり、２次チャネルが高効率なＳ
ＴＡへの送信に使用されることがある。チャネル５２０、５２２、５２４、および／また
は５２６は、隣接していること、または隣接していないことがある。一実施形態では、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１の拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）手順によって定義されるよ
うに、１次チャネルにランダムバックオフカウンタが関連付けられ得る。ランダムバック
オフカウンタが終了したとき、ＡＰ５０４は、ＤＬ通信５１８をＳＴＡ５０６Ｅに送信す
る準備を始めることができる。チャネル５２０が、ランダムバックオフカウンタが終了し
た時間の前の時間期間６０２からアイドル状態であった場合、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０
６Ｅへの送信と同時またはほぼ同時にＳＴＡ５０６ＣにＰＨＹレイヤプリアンブル５２８
および／またはＤＬ通信５１４を送信することができる。同様に、チャネル５２２が、ラ
ンダムバックオフカウンタが終了した時間の前の時間期間６０２からアイドル状態であっ
た場合、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６Ｅへの送信と同時またはほぼ同時にＳＴＡ５０６Ｂ
にＰＨＹレイヤプリアンブル５２８および／またはＤＬ通信５１２を送信することができ
る。さらに、チャネル５２４が、ランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の時間
期間６０２からアイドル状態であった場合、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６Ｅへの送信と同
時またはほぼ同時にＳＴＡ５０６ＡにＰＨＹレイヤプリアンブル５２８および／またはＤ
Ｌ通信５１０を送信することができる。
【００８３】
　[00103]したがって、ランダムバックオフカウンタが終了すると、１次チャネルを介し
て少なくとも１つの送信が行われる。同時に、２次チャネルのうちの１つまたは複数を介
して、２次チャネルがアイドル状態である場合に送信が行われ得る。一実施形態では、時
間期間６０２はＰＩＦＳ時間に基づき得る。ＰＩＦＳ時間は、ＡＰ５０４および／または
ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅによって選択され得る。
【００８４】
　[00104]図６Ｃ～図６Ｄは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。上
述されたように、１次チャネル（たとえば、チャネル５２６）はレガシーＳＴＡ用に確保
されることがあり、２次チャネル（たとえば、チャネル５２０、５２２、および５２４）
は高効率なＳＴＡ用に確保されることがある。チャネル５２０、５２２、５２４、および
／または５２６は、隣接していること、または隣接していないことがある。一実施形態で
は、１次チャネルにランダムバックオフカウンタが関連付けられることがあり、２次チャ
ネルのうちの１つまたは複数に１つまたは複数のランダムバックオフカウンタが関連付け
られることがある。たとえば、２次チャネルの各々に別個のランダムバックオフカウンタ
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が関連付けられることがある。
【００８５】
　[00105]一実施形態では、１次チャネルまたは２次チャネルのうちの１つに関連付けら
れたランダムバックオフカウンタが終了したとき、ＡＰ５０４は、終了したランダムバッ
クオフカウンタに関連付けられたチャネル上で（たとえば、ＰＨＹレイヤプリアンブル５
２８またはＤＬ通信５１０、５１２、５１４もしくは５１８を）送信する準備を始める。
たとえば、チャネル５２４に関連付けられたランダムバックオフカウンタが最初に終了し
た場合、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６ＡにＰＨＹ５２８および／またはＤＬ通信５１０を
送信する準備を始め得る。終了していないランダムバックオフカウンタに関連付けられた
チャネルのうちのいずれかが、第１のランダムバックオフカウンタが終了した時間の前の
時間期間６０２からアイドル状態であった場合、ＡＰ５０４は、アイドルチャネルに関連
付けられたＳＴＡ５０６Ａ～ＥにＰＨＹレイヤプリアンブル５２８および／または適切な
ＤＬ通信を送信することができる。ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８および／または適切
なＤＬ通信は、最初に終了したランダムバックオフカウンタに関連付けられたＳＴＡ５０
６Ａ～Ｅへの送信と同時またはほぼ同時に送信され得る。
【００８６】
　[00106]別の実施形態では、チャネルへのアクセスは、１次チャネル上のランダムバッ
クオフカウンタの終了にのみ基づき得る。２次チャネルは、対応する２次チャネル上のラ
ンダムバックオフカウンタがすでに終了している場合のみ使用され得る。この場合、２次
チャネル上のランダムバックオフカウンタの終了が送信をトリガしないことがあることに
留意されたい。むしろ、２次チャネル上のランダムバックオフカウンタの終了は、１次チ
ャネル上のランダムバックオフカウンタも終了すると、送信をトリガする可能にし得る。
このようにして、２次チャネルにアクセスする際のより厳しい公平性が実現され得る。
【００８７】
　[00107]したがって、１つのランダムバックオフカウンタが終了すると、終了したラン
ダムバックオフカウンタに関連付けられたチャネルを介して少なくとも１つの送信が行わ
れる。同時に、他のチャネルのうちの１つまたは複数を介して、それらのチャネルのうち
のいずれかがアイドル状態である場合に送信が行われ得る。
【００８８】
　[00108]別の実施形態では、ＡＰ５０４は、２次チャネルのうちの１つを高効率な１次
チャネルに指定することができる。たとえば、チャネル５２４が高効率な１次チャネルに
指定され得る。高効率な１次チャネルは、（たとえば、１次チャネルと同様に）ランダム
バックオフカウンタに関連付けられ得る。高効率な１次チャネルに関連付けられたランダ
ムバックオフカウンタが終了したとき、ＡＰ５０４は高効率な１次チャネル上で送信する
ことができる。いくつかの実施形態では、他の２次チャネルが、ランダムバックオフカウ
ンタが終了した時間の前のＰＩＦＳタイミングに基づく時間期間からアイドル状態であっ
た場合、ＡＰ５０４は、他の２次チャネル上で同時に送信することができる。他の実施形
態では、他の２次チャネルが、ランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のアービ
トレーションフレーム間間隔（ＡＩＦＳ：arbitration inter frame spacing）タイミン
グに基づく時間期間からアイドル状態であった場合、ＡＰ５０４は、他の２次チャネル上
で同時に送信することができる。
【００８９】
　[00109]さらに他の実施形態では、他の２次チャネルが、ランダムバックオフカウンタ
が終了した時間の前のＡＩＦＳタイミングに基づく時間期間からアイドル状態であった場
合に、それぞれの２次チャネルに関連付けられたランダムバックオフカウンタの少なくと
も一部分が終了している場合、ＡＰ５０４は、他の２次チャネル上で同時に送信すること
ができる。たとえば、チャネル５２０が、チャネル５２４に関連付けられたランダムバッ
クオフカウンタが終了した時間の前のＡＩＦＳタイミングに基づく時間期間からアイドル
状態であった場合で、チャネル５２０に関連付けられたランダムバックオフカウンタが終
了している場合、ＡＰ５０４は、チャネル５２０上で同時に送信することができる。
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【００９０】
　[00110]上述されたモードのうちのいずれかにおいて、異なるチャネルにおけるバック
オフ手順は、異なるカウントダウンパラメータに従い得る。たとえば、各バックオフ手順
は、チャネル上で配信されることになるトラフィックのアクセスカテゴリーに依存し得る
。各チャネルにおけるバックオフ手順は、ＩＥＥＥ８０２．１１において定義されたＥＤ
ＣＡ手順に従い得る。
【００９１】
ＳＴＡによるパケットの検出
　[00111]高効率なＳＴＡは、着信送信が高効率な構成要素（ＯＦＤＭＡ）を備えており
、高効率なＳＴＡに向けられた情報を含み得ると決定することが可能であり得る。上述さ
れたように、レガシーＳＴＡは、１次チャネル（レガシー１次チャネルとも呼ばれる）上
でＡＰ５０４からのパケットを対象にリッスンすることができる。一実施形態では、高効
率なＳＴＡは、ＡＰ５０４からのパケットを対象にリッスンするためにチャネル（たとえ
ば、２次チャネル）に割り当てられる。別の実施形態では、高効率なＳＴＡは、ＡＰ５０
４によって使用される各チャネル（たとえば、ＢＳＳにおいて使用される各チャネル）上
でパケットを検出する。さらに別の実施形態では、ＡＰ５０４は、１つまたは複数の高効
率な１次チャネルを定義する。一実施形態では、各高効率なＳＴＡは、レガシー１次チャ
ネル上および高効率な１次チャネル上でパケットを検出し得る。別の実施形態では、各高
効率なＳＴＡは、高効率な１次チャネルのうちの１つまたは複数でパケットを検出し得る
。別の実施形態では、各高効率なＳＴＡは、レガシー１次チャネルのみでパケットを検出
し得る。上記の実施形態のうちのいずれかにおいて、着信高効率な送信の検出は、メッセ
ージの受信に基づき得る。たとえば、着信高効率な送信の検出は、現在のチャネルおよび
／または他のチャネル上での高効率な送信に関する情報を含む新しいＰＨＹレイヤプリア
ンブル５２８（たとえば、高効率なＰＨＹレイヤプリアンブル）を伴うＰＰＤＵの受信に
基づき得る。別の例として、着信高効率な送信の検出は、本明細書で説明されるように、
ＭＡＣメッセージおよび／または対応するパラメータの後の決定された時間に始まる高効
率な送信を通知し得る（たとえば、レガシーＰＰＤＵまたは高効率なＰＰＤＵのいずれか
において送られる）ＭＡＣメッセージの受信に基づき得る。別の例として、着信高効率な
送信の検出は、２次チャネル上の高効率な送信の存在も識別するレガシーＰＨＹレイヤプ
リアンブルの、プリアンブルのレガシー特性を損なわないＳＴＦフィールド、ＬＴＦフィ
ールド、および／またはＳＩＧフィールドにおけるシグナリングを介した受信に基づき得
る。
【００９２】
　[00112]他の実施形態では、ＳＴＡがＡＰ５０４からのパケットを予想すべき時間を定
義するためにスケジューリング機構が使用される。たとえば、１つのスケジューリング機
構は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルにおいて定義されるターゲット起動時間（Ｔ
ＷＴ：target wakeup time）タイミングに基づき得る。ＴＷＴタイミングは、ＳＴＡが起
動するようにスケジュールされる時間であり得る。別の例として、別のスケジューリング
機構は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルにおいて定義される制限付きアクセスウィ
ンドウ（ＲＡＷ：restricted access window）タイミングに基づき得る。ＲＡＷタイミン
グは、媒体へのアクセスがＳＴＡのグループに制限される時間間隔であり得る。ＡＰ５０
４は、スケジュールされた時間をセットアップするために使用される管理メッセージ（た
とえば、ＲＡＷのためのＲＰＳ情報要素、ＴＷＴのためのＴＷＴセットアップメッセージ
など）に、ＳＴＡの利益のためのチャネル割振りの指示をさらに含めることができる。別
の実施形態では、そのようなメッセージにおいてＡＰ５０４によって示される割振りは、
ＳＴＡによってＡＰ５０４に送信された、特定のチャネルの使用または単にチャネルの割
振りを要求するメッセージに応答したものであり得る。メッセージは、管理フレーム中に
含まれ得る。
【００９３】
　[00113]ＡＰ５０４からの送信は、ＴＷＴタイミングまたはＲＡＷタイミングに従って
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スケジュールされた時間に開始することができる。一実施形態では、本明細書で説明され
るように、チャネルが適切な時間量にアイドル状態であったかどうかを決定するために、
ランダムバックオフカウンタ、ＰＩＦＳタイミング、および／またはＡＩＦＳタイミング
が使用され得る。ＴＷＴタイミングまたはＲＡＷタイミングに基づいて送信時間をスケジ
ュールする利益は、ＡＰ５０４がその場合に、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅがいつ起動するかを知
ることであり得る。別の実施形態では、ＡＰ５０４は、ランダムバックオフカウンタ、Ｐ
ＩＦＳタイミング、および／またはＡＩＦＳタイミングを使用しないことがある。さらに
別の実施形態では、ＡＰ５０４は、２次チャネル上でＰＩＦＳタイミングおよび／または
ＡＩＦＳタイミングを使用しないことがある。
【００９４】
チャネル割振り
　[00114]図７は、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。図７に示され
るように、ＡＰ５０４はチャネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６、および７０
８を、それぞれチャネル５２０、５２２、５２４、および５２６の各々で送信する。チャ
ネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６、および７０８は、どのチャネルがどのＳ
ＴＡに割り振られるかに関する情報をＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに提供することができる。いく
つかの実施形態では、チャネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６、および／また
は７０８は、上述されたＭＡＣメッセージであり得る。
【００９５】
　[00115]ＭＡＣメッセージは、以下の情報のうちの１つまたは複数を含むことができる
。サードパーティＳＴＡの繰延時間、アドレスのリストもしくはＡＰ５０４によって事前
に定義されたグループ識別子の形式による、ＤＬ－ＦＤＭＡの受信側であるＳＴＡの識別
子、および／または使用されるチャネルおよび帯域幅の指示。ＭＡＣメッセージは、以下
で説明されるようにＵＬ－ＦＤＭＡを使用することによって確認応答を送るのに必要とさ
れる情報を含むこともできる。そのような情報は、ＳＴＡによって早期に示され得る、使
用される電力の指示および／またはＳＴＡの名目送信電力からのバックオフの指示を含む
ことができる。そのような情報が基準信号において伝えられない場合、ＡＰ５０４および
ＳＴＡは、各ＳＴＡとＡＰ５０４との間の管理メッセージの交換を通して事前にそのよう
な情報に同意することができる。
【００９６】
　[00116]ＭＡＣメッセージは、通常の送信可（ＣＴＳ）メッセージまたは拡張ＣＴＳメ
ッセージであり得る。拡張ＣＴＳメッセージは、これが特殊なＣＴＳメッセージであるこ
とを示すために、タイプ制御のフレームにおいて使用されないビットの組合せを確保する
ことができる。本明細書で使用される「特殊な」という用語は、ＣＴＳメッセージが追加
情報を含むことを意味し得るが、レガシーＳＴＡは依然として、ＣＴＳメッセージをレガ
シーＣＴＳメッセージまたは通常のＣＴＳメッセージと解釈することが可能であり得る。
たとえば、特殊なＣＴＳメッセージは、ＨＴＣフィールドの存在を示すために制御ラッパ
ーフレームを使用することができる。ＨＴＣフィールドは、ターゲットＳＴＡの識別子を
埋め込むために使用され得る４バイトを提供することができる。別の例として、特殊なＣ
ＴＳメッセージは、ＦＣＳフィールドの後に追加情報を含むことができる。
【００９７】
　[00117]一実施形態では、ＭＡＣメッセージは、データ送信の開始前に、ショートフレ
ーム間スペース（ＳＩＦＳ：short inter frame space）、ＰＩＦＳまたはＡＩＦＳの時
間に送信され得る。別の実施形態では、ＭＡＣメッセージは、ＳＩＦＳ、ＰＩＦＳまたは
ＡＩＦＳよりも長い時間に送信されることがあり、この時間は、ＳＴＡがチャネルの切替
えを終えることを可能にする時間であり得る。時間はＳＴＡによってＡＰ５０４に通信さ
れ得る。ＡＰ５０４は、予定受信側ＳＴＡによって受信された時間のうちで最も長い時間
を使用することができる。時間がＰＩＦＳよりも長い場合、ＡＰ５０４は、送信のデータ
部分を送る前に、新しいバックオフ手順を実行することができる。
【００９８】
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　[00118]一実施形態では、新しいＰＨＹレイヤプリアンブル５２８が利用可能である場
合、ＰＨＹレイヤプリアンブル５２８は、グループのＳＴＡのチャネル割振りに対応する
グループ識別フィールドを含む。
【００９９】
　[00119]一実施形態では、チャネルは事前に割り振られること、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに
よって選択されること、および／またはＡＰ５０６Ａ～Ｅによって選択されることがあり
、チャネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６および／または７０８を介して明示
的に通知されることがある。メッセージは、データ送信の前に送られる管理フレームまた
は制御フレームによって伝えられ得る（たとえば、これらのフレームは、上述されたよう
にＳＩＦＳまたはＰＩＦＳに基づいて送信されないことがある）。チャネルが事前に割り
振られる場合、またＳＴＡの数がしきい値を上回り、ＳＴＡからのトラフィック要求が類
似する場合、ランダム静的割振り（random static allocation）が使用され得る（たとえ
ば、各ＳＴＡはチャネルに半静的に割り振られる）。ＡＰ５０４はＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに
、（たとえば、チャネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６、および／または７０
８を介して）どの局がどのチャネルに割り振られるかを示すことができる。チャネルがＳ
ＴＡ５０６Ａ～Ｅによって選択される場合、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、それぞれのＳＴＡ５
０６Ａ～Ｅによって選好されるチャネルを選択し、そのチャネル上で待機することができ
る。ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは明示的または暗黙的に（たとえば、任意の送信を介して）ＡＰ
５０４に、それぞれのチャネル上にそれらが存在することを通知することができる。割振
りが明示的に通知される場合、チャネル割振りメッセージ７０２、７０４、７０６、およ
び／または７０８は、チャネルの各々または１次チャネルだけで送られ得る。ＳＴＡ５０
６Ａ～Ｅは１つのチャネル上でリッスンし、ＡＰ５０４からＤＬ通信を受信するために別
のチャネルに切り替える必要があり得るので、ＡＰ５０４は、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅが適切
なチャネルに切り替えるのを可能にするために、チャネル割振りメッセージ７０２、７０
４、７０６、および／または７０８の送信後、ある時間期間の間、ＤＬ通信５１０、５１
２、５１４、および／または５１８を送るのを遅らせることができる。ＳＴＡ５０６Ａ～
ＥがＡＰ５０４にそれらの存在を暗黙的に通知する場合、ＡＰ５０４は、通常の動作のた
めにＳＴＡ５０６Ａ～Ｅによって送信された任意のデータ、制御フレームおよび／または
管理フレームの受信に基づいて、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅのロケーションについて知り得る。
言い換えれば、データ、制御フレームおよび／または管理フレームは必ずしも、チャネル
指示のために指定されるとは限らない。
【０１００】
保護段階
　[00120]一実施形態では、所与のチャネルが空いていることを確認するために、ＡＰ５
０４およびＳＴＡ５０６Ａ～Ｅによって送信要求（ＲＴＳ）メッセージおよびＣＴＳメッ
セージが使用される。図８Ａ～図８Ｃは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図
を示す。特に、図８Ａ～図８Ｃは、ＲＴＳメッセージおよびＣＴＳメッセージの使用を示
す。
【０１０１】
　[00121]一実施形態では、ＡＰ５０４は、１次チャネル（たとえば、チャネル５２６）
においてバックオフ手順を実行し、バックオフが終了すると、ＡＰ５０４は、（たとえば
、上述されたようにＰＩＦＳタイミングを使用して）チャネル５２０、５２２、５２４、
および／または５２６がアイドル状態であるかどうかを決定する。チャネルがアイドル状
態である場合、ＡＰ５０４は、アイドルチャネルに関連付けられたＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに
、アイドルチャネル上でＲＴＳメッセージ８０２を送信することができる。一実施形態で
は、ＲＴＳメッセージ８０２は、単一のＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに向けられ、（たとえば、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１ａｃの場合のように）送信チャネル全体で複製されるだけであり得る
。この場合、受信側ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、１次チャネルおよび／または２次チャネルの
うちの１つもしくは複数でＣＴＳメッセージにより応答することができる。次いで高効率
なデータ送信がＣＴＳメッセージに後続し得る。いくつかの実施形態では、チャネル上で
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送信される各ＲＴＳメッセージ８０２は、異なるＳＴＡ５０６Ａ～Ｅにアドレス指定され
得る。特に、ＲＴＳメッセージ８０２は、そのチャネル上で後続することになるデータ送
信の予定受信側であるＳＴＡ５０６Ａ～Ｅにアドレス指定され得る。この場合、ＳＴＡ５
０６Ａ～Ｅは、事前にチャネルにすでに割り振られていることがある。他の実施形態では
、チャネル上で送信される各ＲＴＳメッセージ８０２はまったく同じ、またはほぼまった
く同じであり得る。たとえば、図８Ａに示されているように、ＡＰ５０４は、チャネル５
２０がアイドル状態である場合にチャネル５２０上でＳＴＡ５０６ＣにＲＴＳメッセージ
８０２Ａ、チャネル５２２がアイドル状態である場合にチャネル５２２上でＳＴＡ５０６
ＢにＲＴＳメッセージ８０２Ｂ、チャネル５２４がアイドル状態である場合にチャネル５
２４上でＳＴＡ５０６ＡにＲＴＳメッセージ８０２Ｃ、および／またはチャネル５２６が
アイドル状態である場合にチャネル５２６上でＳＴＡ５０６ＥにＲＴＳメッセージ８０２
Ｄを送信する。ＳＴＡ５０６Ａ～ＥがそれぞれのＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに割り振られたチャ
ネル上でメッセージを検出することが可能なだけである場合に、ＡＰ５０４は複数のＲＴ
Ｓメッセージを送信することができる。
【０１０２】
　[00122]代替として、図８Ｂに示されるように１次チャネルのみ（たとえば、チャネル
５２６）でＡＰ５０４によってＲＴＳメッセージ８０２Ｅが送信され得る。ＳＴＡ８０６
Ａ～Ｅが１次チャネル上でメッセージを検出することが可能である場合に、ＡＰ５０４は
ＲＴＳメッセージ８０２Ｅを送信することができる。ＲＴＳメッセージ８０２Ｅは、ＳＴ
Ａ５０６Ａ～Ｅなど、ＤＬ周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）に関与しているＳＴＡのグル
ープにアドレス指定され得る。ＳＴＡのグループは、ＳＴＡのあるグループに以前割り当
てられたマルチキャストＭＡＣ受信側アドレスによって識別されること、および／または
ＲＴＳメッセージ８０２に追加された追加シグナリングによって識別されることがある。
マルチキャストアドレスをＳＴＡのあるグループに関連付けるための管理交換が行われて
いることがある。一実施形態では、ＲＴＳメッセージ８０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１仕
様と同じフォーマットを有し得る。別の実施形態では、ＲＴＳメッセージ８０２は、上述
されたようにＭＡＣメッセージに含まれ得る情報のうちの１つまたは複数を含む新しい制
御および／または管理フレームフォーマットを有し得る。
【０１０３】
　[00123]ＳＴＡ５０６Ａ～ＥがＡＰ５０４からパケットを受け入れることに対応可能で
ある場合、ＳＴＡ５０６Ａ～ＥはＣＴＳメッセージ８０４によりＲＴＳメッセージ８０２
に応答することができる。ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは利用可能なチャネル（たとえば、ＡＰ５
０４がＤＬ通信を送信するように使用することをＳＴＡ５０６Ａ～Ｅが希望または予想す
るチャネル、ＲＴＳメッセージ８０２において示されたチャネル、事前にＡＰ５０４およ
び／またはＳＴＡ５０６Ａ～Ｅによって知られているチャネルなど）上でＲＴＳメッセー
ジ８０２に応答することができる。たとえば、ＳＴＡ５０６Ｃがチャネル５２０に割り振
られ、ＳＴＡ５０６Ｃが対応可能である場合にチャネル５２０上でＡＰ５０４にＣＴＳ８
０４Ａを送信することがある。同様に、ＳＴＡ５０６Ｂがチャネル５２２に割り振られ、
ＳＴＡ５０６Ｂが対応可能である場合にチャネル５２２上でＡＰ５０４にＣＴＳ８０４Ｂ
を送信すること、ＳＴＡ５０６Ａがチャネル５２４に割り振られ、ＳＴＡ５０６Ｃが対応
可能である場合にチャネル５２４上でＡＰ５０４にＣＴＳ８０４Ｃを送信すること、およ
び／またはＳＴＡ５０６Ｅがチャネル５２６に割り振られ、ＳＴＡ５０６Ｅが対応可能で
ある場合にチャネル５２６上でＡＰ５０４にＣＴＳ８０４Ｄを送信することがある。
【０１０４】
　[00124]一実施形態では、図８Ａ～図８Ｂに示されるように、（たとえば、ＡＰ５０４
および／またはＳＴＡ５０６Ａ～ＥがＵＬ　ＦＤＭＡまたはＵＬ空間分割多元接続（ＳＤ
ＭＡ）をサポートする場合に）ＣＴＳメッセージ８０４Ａ～Ｄは同時にＡＰ５０４に送信
され得る。別の実施形態では、図８Ｃに示されるように、（たとえば、ＡＰ５０４および
／またはＳＴＡ５０６Ａ～ＥがＵＬ　ＦＤＭＡまたはＵＬ　ＳＤＭＡをサポートしない場
合に）ＣＴＳメッセージ８０４Ａ～Ｄが同時に送信されないようにＣＴＳメッセージ８０
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４Ａ～Ｄは時差方式でＡＰ５０４に送信され得る。ＣＴＳメッセージ８０４Ａ～Ｄは、Ｒ
ＴＳメッセージ８０２Ａ～Ｄにおいて提供されたスケジュールに基づいて、および／また
は以前のメッセージおいて提供されたスケジュールに基づいて送信され得る。
【０１０５】
　[00125]ＤＬ通信５１０、５１２、５１４、および／または５１８はＡＰ５０４によっ
て、ＣＴＳメッセージがそれぞれのチャネル上で受信された場合のみ送信され得る。一実
施形態では、ランダムバックオフカウンタが終了すると、ＡＰ５０４は、１次チャネルで
、および／または２次チャネルのうちの１つもしくは複数で（たとえば、ＰＩＦＳ時間の
間にアイドル状態であることが検出された２次チャネルで）ＣＴＳメッセージを送り、Ｃ
ＴＳメッセージに続いて高効率なＤＬ－ＯＦＤＭＡ送信を行うことができる。ＣＴＳメッ
セージは、（たとえば、送信側ＡＰ５０４のＭＡＣアドレスを含む）ＣＴＳ自己宛メッセ
ージ（CTS-to-self message）であること、または１つもしくは複数のＳＴＡにアドレス
指定されることがある。ＣＴＳメッセージは、複数のチャネルにわたって同一であること
、またはチャネル間で異なる（たとえば、異なるＭＡＣアドレスを有する）ことがある。
ＣＴＳメッセージは、１次チャネル上で送られることがあり、高効率な送信の開始を識別
する情報を含み得る。情報は、フレームのレガシーフォーマットを損なわないフォーマッ
トによる（たとえば、ＰＨＹレイヤプリアンブルまたはＭＡＣペイロードのいずれかによ
る）ものであり得る。
【０１０６】
確認応答段階
　[00126]一実施形態では、パケットの持続時間に制限が課され得る。いくつかの実施形
態では、ＡＰ５０４による送信は異なる長さを有する。他の実施形態では、ＡＰ５０４に
よる送信は同じ長さを有する。
【０１０７】
　[00127]ＤＬ通信５１０、５１２、５１４、および／または５１８に続いて、ＳＴＡ５
０６Ａ～Ｅは、ＤＬ通信が受信されたことについて確認応答するブロック確認応答（ＢＡ
）により応答することができる。ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、それら自体の意志でＢＡにより
応答すること、またはＡＰ５０４によって（たとえば、ブロック確認応答要求（ＢＡＲ）
を介して）応答を促されることがある。
【０１０８】
　[00128]図９Ａ～図９Ｅは、本開示の態様が採用され得る別のタイミング図を示す。特
に、図９Ａ～図９Ｅは、本明細書で説明されるＢＡおよびＢＡＲの使用を示す。一実施形
態では、ＡＰ５０４および／またはＳＴＡ５０６Ａ～Ｅが同時ＵＬ通信に対処することが
できない（たとえば、ＵＬ　ＦＤＭＡを使用する動作をしてはいない）場合、ＳＴＡ５０
６Ａ～Ｅのうちの１つは、ＤＬ通信が完了した後直ちにＢＡにより応答する。残りのＳＴ
Ａ５０６Ａ～Ｅはその場合、ＢＡＲを受信した後にＢＡにより応答する。ＢＡＲは、ＤＬ
通信が送信されたチャネル、１次チャネルおよび／または高効率な１次チャネル上で送信
され得る。
【０１０９】
　[00129]たとえば、図９Ａに示されるように、ＳＴＡ５０６Ｃは、ＤＬ通信５１４が完
了した後にＢＡ９０４Ａにより応答することができる。ＢＡ９０４ＡがＡＰ５０４に送信
された後、ＡＰ５０４は、ＤＬ通信５１２がＳＴＡ５０６Ｂによって受信されたチャネル
であるチャネル５２２上で、ＳＴＡ５０６ＢにＢＡＲ９０２Ｂを送信することができる。
ＳＴＡ５０６ＢがＢＡＲ９０２Ｂを受信すると、ＳＴＡ５０６Ｂは、ＢＡ９０４Ｂにより
応答することができる。次いでＢＡＲおよびＢＡのサイクルは、残りのＳＴＡ（たとえば
、ＳＴＡ５０６ＡおよびＳＴＡ５０６Ｅ）について続く。ＡＰ５０４は、２つ以上のＳＴ
Ａ５０６Ａ～Ｅが即時確認応答またはＢＡにより応答することのないように、複数のＳＴ
Ａ５０６Ａ～Ｅに送信されるデータの確認応答ポリシーを設定することができる。即時確
認応答要求またはＢＡＲを受信しているＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、データが受信された同じ
チャネルおよび／または１次チャネル上で確認応答またはＢＡを送信することができる。



(30) JP 2016-524837 A 2016.8.18

10

20

30

40

50

ＡＰ５０４によって他のＳＴＡ５０６Ａ～Ｅに、１次チャネルで、および／または対応す
るＳＴＡ５０６Ａ～Ｅにデータが送信された同じチャネルなどの２次チャネルのうちの１
つもしくは複数で、追加のＢＡＲが送られ得る。この場合、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｅは、ＢＡ
Ｒが受信された同じチャネル上および／または１次チャネル上で確認応答またはＢＡを送
信することができる。
【０１１０】
　[00130]一実施形態では、ＡＰ５０４および／またはＳＴＡ５０６Ａ～Ｅが同時ＵＬ通
信に対処することができる（たとえば、ＵＬ　ＦＤＭＡを使用する動作をする）場合、Ｓ
ＴＡ５０６Ａ～Ｅのすべては、ＤＬ通信が完了した後にＢＡにより応答することができる
（たとえば、送信の終了は、すべてのＳＴＡ５０６Ａ～ＥがＢＡを送るトリガである）。
ＢＡは、ＤＬ通信が受信されたチャネルと同じチャネル上で送信され得る。たとえば、図
９Ｂに示されるように、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６Ｅはそれぞれ、ＤＬ通信５１０
、５１２、５１４および５１８が完了した直後にＢＡ９０４Ａ～Ｄにより応答する。ＢＡ
９０４Ａ～Ｄは同時に送信され得る。
【０１１１】
　[00131]一実施形態では、ＡＰ５０４は、ＢＡ９０４Ａ～Ｄの送信をトリガするために
ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６ＥにＢＡＲ９０２Ａ～Ｄを送信する。たとえば、図９Ｃ
に示されるように、ＢＡＲ９０２Ａ～Ｄはそれぞれ、同時に別個のチャネル上で送信され
得る。ＢＡＲ９０２Ａ～Ｄは、最長ＤＬ通信（たとえば、図９ＣにおけるＤＬ通信５１２
）の送信の終了後に送信され得る。次いで、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６ＥはＢＡＲ
９０２Ａ～Ｄに、それぞれのＢＡＲ９０２Ａ～Ｄが受信されたチャネルを使用してＢＡ９
０４Ａ～Ｄにより応答することができる。
【０１１２】
　[00132]一実施形態では、ＡＰ５０４は、ＢＡ９０４Ａ～Ｄの送信をトリガするために
、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６Ｅに単一のＢＡＲ９０２Ｅをブロードキャストする。
単一のＢＡＲ９０２Ｅは１次チャネルを介して送信され得る。たとえば、図９Ｄに示され
るように、最長ＤＬ通信であるＤＬ通信５１２の送信の終了後、チャネル５２６上でＡＰ
５０４によってＢＡＲ９０２Ｅが送信される。ＢＡＲ９０２ＥはＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよ
び５０６Ｅによって受信される。次いでＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６Ｅは、ＤＬ通信
が受信されたチャネル上でＢＡ９０４Ａ～Ｄにより応答する。
【０１１３】
　[00133]一実施形態では、ＡＰ５０４にＢＡを並行して配信するために、ＵＬマルチユ
ーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）が使用される。たとえば、図９Ｅに示されるように
、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６Ｅの各々は、同時に同じ周波数（たとえば、１次周波
数）でＢＡを送信し得る。そのようなＵＬ通信はＢＡ９０４Ｅとして表され、ＢＡ９０４
Ｅは、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃおよび５０６Ｅの各々によって送信されたＢＡを含む。
【０１１４】
　[00134]上記の実施形態のいずれかまたはすべてにおいて、ＢＡＲおよび／またはＢＡ
がレガシーフォーマットまたは高効率なＰＰＤＵフォーマットで送信していることがある
ことに留意されたい。ＢＡＲおよび／またはＢＡが高効率なＰＰＤＵフォーマットで送信
されるとき、帯域幅は２０ＭＨｚよりも小さくなり得る。異なるＢＡＲおよび／またはＢ
Ａは異なる持続時間を有することがあり、その持続時間は、送信に使用される帯域幅（図
示せず）に依存し得る。
【０１１５】
使用事例
　[00135]一実施形態では、図５Ａ～図９Ｅに関して本明細書で説明されたＤＬ－ＦＤＭ
プロトコルは、いくつかのアプリケーションにおいて実装される。たとえば、ＢＳＡはレ
ガシーＳＴＡと高効率なＳＴＡとを含むことができる。ＤＬ－ＦＤＭプロトコルは、通信
媒体において、さもなければ使用されない帯域幅を、さもなければ使用されない帯域幅の
一部分にＳＴＡのうちの一部を割り当てることによって使用することができる。これは、
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レガシーＳＴＡおよび／または高効率なＳＴＡが同時に通信することを可能にし得る。こ
れは、ワイヤレスネットワークのＢＳＳ範囲が高レートユーザに制限される場合に有益で
あり得る。
【０１１６】
　[00136]別の例として、ＤＬ－ＦＤＭプロトコルは、異なる電力割振りにより異なる範
囲でＳＴＡを多重化することを可能にし得る。たとえば、ＡＰ５０４は、パケットの送信
に利用可能な有限の電力量を有し得る。ＳＴＡ５０６ＤおよびＳＴＡ５０６Ｅなどのいく
つかのＳＴＡは、他のＳＴＡと比較して、ＡＰ５０４から遠く離れて位置することがある
。したがって、これらの遠く離れたＳＴＡに送信するには、より多くの電力が必要とされ
得る。しかしながら、遠く離れたＳＴＡに送信するように使用される電力は、ＡＰ５０４
の近くに位置するＳＴＡ（たとえば、ＳＴＡ５０６Ａ～Ｃ）への低電力送信を可能にする
ために若干（たとえば、接続性を損なわないように十分に）低減され得る。ＡＰ５０４が
送信用に２０ｄＢの総電力割振りを有する場合、２０ｄＢの代わりに１９ｄＢが、ＳＴＡ
５０６Ｅにパケットを送信するように割り振られ得る。残りの１ｄＢは、ＡＰ５０４がＡ
Ｐ５０４により近いＳＴＡ５０６Ａ～Ｃにパケットを送信することもできるように、３つ
の部分に分割され得る。この機構は、ＳＴＡ５０６ＥからＡＰ５０４への、ＳＴＡ５０６
Ｅによって許容され得る電力低減の「余地」の内容を示すシグナリングを必要とし得る。
【０１１７】
　[00137]別の例として、ＰＨＹレイヤがトーンインターリーブ型手法を使用する場合に
周波数ダイバーシティが実現され得る。周波数ダイバーシティにより、最小干渉協調を必
要とする周波数ホッピングシステムが作られる。トーンは、２つ以上のサブセットに分割
され得る。第１のＳＴＡは、第１のサブセットにおけるトーンを介してデータを送信およ
び／または受信することができ、第２のＳＴＡは、第２のサブセットにおけるトーンを介
してデータを送信および／または受信することができる。第１のサブセットおよび第２の
サブセットが重複しない限り、干渉は回避され得る。
【０１１８】
フローチャート
　[00138]図１０は、高効率なワイヤレス周波数分割多重化のためのプロセス１０００の
フローチャートである。一実施形態では、プロセス１０００はＡＰ５０４などのＡＰによ
って実行され得る。ブロック１００２において、プロセス１０００は、第１のＢＳＳにお
ける各ワイヤレスデバイスのパフォーマンス特性を決定する。一実施形態では、パフォー
マンス特性は、たとえば、ＳＩＮＲ、ＲＦ形状、ＲＳＳＩ、ＭＣＳ値、干渉レベル、信号
レベル、送信能力などのような物理的特性および／またはＲＦ特性を含むことができる。
【０１１９】
　[00139]ブロック１００４において、プロセス１０００は、パフォーマンス特性に基づ
いて、第１のＢＳＳにおける各ワイヤレスデバイスを第１のサブセットのワイヤレスデバ
イスまたは第２のサブセットのワイヤレスデバイスにに分類する。ブロック１００６にお
いて、プロセス１０００は、１次周波数チャネルを使用して第１のサブセットのワイヤレ
スデバイスにパケットを送信する。ブロック１００８において、プロセス１０００は、２
次周波数チャネルを使用して第２のサブセットのワイヤレスデバイスにパケットを送信す
る。
【０１２０】
　[00140]ブロック１０１０において、プロセス１０００は、第２のサブセットのワイヤ
レスデバイスと通信するために２次周波数チャネルが使用されることを示す協調パケット
を、第２のＢＳＳにおけるＡＰに送信する。一実施形態では、第２のＢＳＳにおけるＡＰ
は、協調パケットを受信したことに応答して、１次周波数チャネルを使用して第２のＢＳ
Ｓにおけるワイヤレスデバイスの第１のセットにパケットを送信し、３元周波数チャネル
を使用して第２のＢＳＳにおけるワイヤレスデバイスの第２のセットにパケットを送信す
る。ブロック１０１０の後、プロセス１０００は終了する。
【０１２１】
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　[00141]図１１は、データを送信するためのプロセス１１００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１１００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１１０２において、プロセス１１００は第１のパケットを生成する。一実施形態で
は、第１のパケットは物理レイヤとＭＡＣレイヤとを備える。さらなる実施形態では、Ｍ
ＡＣレイヤは、１次周波数チャネルに第１のＳＴＡを、２次周波数チャネルに第２のＳＴ
Ａを割り振る。ブロック１１０４において、プロセス１１００は、第１のＳＴＡおよび第
２のＳＴＡに第１のパケットを送信する。ブロック１１０６において、プロセス１１００
は、１次周波数チャネルを使用して第１のＳＴＡに第２のパケットを送信する。ブロック
１１０８において、プロセス１１００は、２次周波数チャネルを使用して第２のＳＴＡに
第３のパケットを送信する。ブロック１１０８の後、プロセス１１００は終了する。
【０１２２】
　[00142]図１２は、データを送信するためのプロセス１２００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１２００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１２０２において、プロセス１２００は第１のパケットを生成する。一実施形態で
は、第１のパケットは物理レイヤプリアンブルを備える。さらなる実施形態では、物理レ
イヤプリアンブルは、１次周波数チャネルへの第１のＳＴＡ、および２次周波数チャネル
への第２のＳＴＡの割振りを備える。ブロック１２０４において、プロセス１２００は、
１次周波数チャネルおよび２次周波数チャネルを介して第１のパケットを送信する。ブロ
ック１２０６において、プロセス１２００は、１次周波数チャネルを使用して第１のＳＴ
Ａに第２のパケットを送信する。一実施形態では、第２のパケットは第１のパケットの後
に送信される。ブロック１２０８において、プロセス１２００は、２次周波数チャネルを
使用して第２のＳＴＡに第３のパケットを送信する。一実施形態では、第３のパケットは
第１のパケットの後に送信される。ブロック１２０８の後、プロセス１２００は終了する
。
【０１２３】
　[00143]図１３は、データを送信するためのプロセス１３００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１３００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１３０２において、プロセス１３００は、１次周波数チャネルを介した第１のＳＴ
Ａへの送信用の第１のパケットを生成する。ブロック１３０４において、プロセス１３０
０は第２のパケットを生成する。一実施形態では、第２のパケットは物理レイヤプリアン
ブルを備える。さらなる実施形態では、物理レイヤプリアンブルは、２次周波数チャネル
への第２のＳＴＡ、および３元周波数チャネルへの第３のＳＴＡの割振りを備える。ブロ
ック１３０６において、プロセス１３００は、第１のＳＴＡに１次周波数チャネルを介し
て第１のパケットを送信する。一実施形態では、第１のＳＴＡは、２次周波数チャネルま
たは３元周波数チャネルを介して通信するように構成されていない。ブロック１３０８に
おいて、プロセス１３００は、２次周波数チャネルおよび３元周波数チャネルを介して第
２のパケットを送信する。
【０１２４】
　[00144]ブロック１３１０において、プロセス１３００は、２次周波数チャネルを使用
して第２のＳＴＡに第３のパケットを送信する。一実施形態では、第３のパケットは第２
のパケットの後に送信される。ブロック１３１２において、プロセス１３００は、３元周
波数チャネルを使用して第３のＳＴＡに第４のパケットを送信する。一実施形態では、第
４のパケットは第２のパケットの後に送信される。ブロック１３１２の後、プロセス１３
００は終了する。
【０１２５】
　[00145]図１４は、データを送信するためのプロセス１４００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１４００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１４０２において、プロセス１４００は、１次周波数チャネルに関連付けられたラ
ンダムバックオフカウンタを動作させる。ブロック１４０４において、プロセス１４００
は、ランダムバックオフカウンタが終了した後に１次周波数チャネルを介して第１のデー
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タパケットを送信する。一実施形態では、第１のデータパケットは第１のＳＴＡに送信さ
れる。
【０１２６】
　[00146]ブロック１４０６において、プロセス１４００は、ランダムバックオフカウン
タが終了した後、２次周波数チャネルが、ランダムバックオフカウンタが終了した時間の
前のポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ）に基づく時間の持続時間にアイド
ル状態であったかどうかを決定する。ブロック１４０８において、プロセス１４００は、
２次周波数チャネルが、ランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のＰＩＦＳに基
づく時間の持続時間にアイドル状態であった場合に、２次周波数チャネルを介して第２の
データパケットを送信する。一実施形態では、第２のデータパケットは第２の局に送信さ
れる。ブロック１４０８の後、プロセス１４００は終了する。
【０１２７】
　[00147]図１５は、データを送信するためのプロセス１５００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１５００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１５０２において、プロセス１５００は、１次周波数チャネルに関連付けられた第
１のランダムバックオフカウンタと２次周波数チャネルに関連付けられた第２のランダム
バックオフカウンタとを動作させる。ブロック１５０４において、プロセス１５００は、
最初に終了したランダムバックオフカウンタに関連付けられた周波数チャネルを介して第
１のデータパケットを送信する。一実施形態では、第１のデータパケットは、第１のラン
ダムバックオフカウンタが第２のランダムバックオフカウンタの前に終了した場合に、１
次周波数チャネルを介して第１の局に送信される。さらなる実施形態では、第２のデータ
パケットは、第２のランダムバックオフカウンタが第１のランダムバックオフカウンタの
前に終了した場合に、２次周波数チャネルを介して第２の局に送信される。
【０１２８】
　[00148]ブロック１５０６において、プロセス１５００は、第１のランダムバックオフ
カウンタまたは第２のランダムバックオフカウンタのいずれかが最初に終了した後、終了
していないランダムバックオフカウンタに関連付けられた周波数チャネルが、それぞれの
ランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のポイント協調機能フレーム間スペース
（ＰＩＦＳ）に基づく時間の持続時間にアイドル状態であったかどうかを決定する。ブロ
ック１５０８において、プロセス１５００は、それぞれの周波数チャネルが、それぞれの
ランダムバックオフカウンタが終了した時間の前のＰＩＦＳに基づく時間の持続時間にア
イドル状態であった場合に、終了していないランダムバックオフカウンタに関連付けられ
た周波数チャネルを介して第２のデータパケットを送信する。ブロック１５０８の後、プ
ロセス１５００は終了する。
【０１２９】
　[00149]図１６は、データを送信するためのプロセス１６００のフローチャートである
。一実施形態では、プロセス１６００はＡＰ５０４などのＡＰによって実行され得る。ブ
ロック１６０２において、プロセス１６００は、第１の局および第２の局に送信要求メッ
セージを送信する。ブロック１６０４において、プロセス１６００は、第１の局または第
２の局のうちの少なくとも１つから少なくとも１つの送信可メッセージを受信する。
【０１３０】
　[00150]ブロック１６０６において、プロセス１６００は、１次周波数チャネルを介し
た第１の局からの送信可メッセージの受信に応答して、１次周波数チャネルを介して第１
の局に第１のデータパケットを送信する。ブロック１６０８において、プロセス１６００
は、２次周波数チャネルを介した第２の局からの送信可メッセージの受信に応答して、２
次周波数チャネルを介して第２の局に第２のデータパケットを送信する。ブロック１６０
８の後、プロセス１６００は終了する。
【０１３１】
　[00151]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、多種多様なアクション
を包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理するこ
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と、導出すること、調査すること、探索すること（たとえば、テーブル、データベース、
または別のデータ構造の中で探索すること）、確認することなどを含み得る。また、「決
定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（
たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また、「決定するこ
と」は、解決すること、選択すること、選定すること、確立することなどを含み得る。さ
らに、本明細書で使用される「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含するこ
とがあり、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１３２】
　[00152]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」に言及する
句は、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、
ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ
－ｃと、ａ－ｂ－ｃとを包含するものとする。
【０１３３】
　[00153]上記で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェア構成要素および／
もしくはソフトウェア構成要素、回路、ならびに／またはモジュールなどの、動作を実行
することが可能な任意の適切な手段によって実行され得る。一般に、図に示される任意の
動作は、動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行され得る。
【０１３４】
　[00154]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプロ
グラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハード
ウェア構成要素、または本明細書で説明される機能を実行するように設計されたそれらの
任意の組合せにより実装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサで
あり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、または状態機械であり得る。また、プロセッサは、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意
の他のそのような構成として実装され得る。
【０１３５】
　[00155]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－
ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ス
トレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを
搬送もしくは記憶するために使用され得る、コンピュータによってアクセスされ得る、任
意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続が、適切にコンピュータ可読媒体と呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク
（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）と、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）と、光ディスク（disc）と、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）と、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録
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、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。したがって、いくつかの態
様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形媒体）
を備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュー
タ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範
囲内に含まれるものとする。
【０１３６】
　[00156]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示される動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明される動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによっ
て実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を
備え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージング材料を
含み得る。
【０１３７】
　[00157]本明細書で開示されている方法は、説明されている方法を達成するための１つ
または複数のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクシ
ョンは、特許請求の範囲から逸脱することなく、互いに入れ替えられ得る。言い換えれば
、ステップまたはアクションの特定の順序が明記されていない限り、特定のステップおよ
び／またはアクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲を逸脱することなく
修正され得る。
【０１３８】
　[00158]ソフトウェアまたは命令は、伝送媒体を介して送信されることもある。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術が、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１３９】
　[00159]さらに、本明細書で説明される方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によ
ってダウンロードされ得ること、および／または他の方法で取得され得ることを諒解され
たい。たとえば、本明細書で説明される方法を実行するための手段の転送を容易にするた
めに、そのようなデバイスはサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明される様
々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは
提供すると様々な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）
を介して提供され得る。さらに、本明細書で説明される方法と技法とをデバイスに提供す
るための任意の他の適切な技法が利用され得る。
【０１４０】
　[00160]特許請求の範囲は、上で示された通りの構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上述された方法および装置の配置、動作および詳細には、特許請求の
範囲を逸脱することなく、様々な修正、変更および変形が加えられ得る。
【０１４１】
　[00161]上記の説明は、本開示の態様を対象としたものであるが、本開示の基本的な範
囲を逸脱することなく、本開示の他の態様およびさらなる態様も考案され得、本開示の範
囲は、以下の特許請求の範囲によって決定される。
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